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どうなる！？
７年度の敬老会
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●名簿や記念品を一軒ずつ配布するのが大変。特に名簿は厚みもあり、かなり重労働なので、
　どうにかしてほしい。

●名簿に氏名が掲載されると年齢が分かってしまう。高齢者扱いされるのも不愉快。

●急速な高齢化が進んでいる中で、近隣の他市町では、敬老祝い金や長寿祝い金の見直しを実
　施していると聞く。敬老会とは別の話なのかもしれないが、七ヶ浜町でも検討が必要なのでは。

●移動手段の問題で参加を辞退する人も多いと聞く。町で
　送迎車を出す、タクシー代を助成するなど工夫はできな
　いのか。

●催しの内容が毎年、似たような内容でつまらない。工夫
　してほしい。
　　
●記念品を日常で使用できるような物にしてほしい。

　敬老会とは、七ヶ浜に多大な貢献をして下さっている方々を敬い、慰労する大事な会です。
７年度予算では、２３８万６千円が計上されました。　
　近年では参加者の減少が著しいだけでなく、アクティブなシニア世代も多く、時代に合っ
た敬老会のあり方が模索されています。議会報告・懇談会等でも多くの声が寄せられていま
すので、一部を下記に掲載します。
　また、６年度には、町がアンケート調査を実施、その結果を踏まえた７年度の変更点を次
ページで紹介します。
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敬老会名簿会場までの交通手段

７年度の敬老会
記念品の配布方法 申し込み方法

敬老会とは？

議会報告・懇談会での意見

持続可能な敬老会へ
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７年度　対象者へ郵送での意
　　　　思確認に変更。
封筒印刷代：９万５千円
案内郵便料：１０５万１千円

７年度 　敬老会来場者のみに記
　　　　念品を配布。
記念品代：５５万円

６年度　希望しない町民を除き、対象者全員
　　　　を掲載。婦人会や地区の役員が一人
　　　　一冊ずつ配布。
名簿印刷代：３８万１千円

７年度　個人情報保護の観点や掲載を希望し
　　　　ない町民が多くなった点に配慮し、
　　　　作成しない。名簿印刷代：０円

６年度　現地集合現地解散。

７年度　事前に希望する町民に
　　　　対してマイクロバスを
　　　　無料で案内。
マイクロバス
　　　借り上げ代：１０万円

６年度 　婦人会や地区の役員を
　　　　通して配布。
記念品代：１５４万円

６年度　婦人会や地区の役員
　　　　を通して参加の有無
　　　　を確認。

太宰　悟さん
だ　さい　　　さとる　

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

　敬老会は続けていかなければならない町の事業だと
思います。近年参加しづらくなってきているが、もっ
と参加しやすく、参加したくなる工夫をするべきだと
思っていました。
　仕事がら地域の方から、会場まで行くための足がない
などの声を聞いていたので、今回希望者にマイクロバス
の案内をする取り組みはとても良い事だと思います。

鈴木きい子さん
すず　き　　　 こ

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

　交通手段や名簿は同じように思っていた方が多いの
で住民の声が反映されていると感じました。参加する
方が増えればいいなと思います。
　年齢を考えたくないという理由から参加しないとい
う人もいるので、対象年齢の引き上げや参加したくな
るような魅力的な何かをすることが必要だと思います。
開催場所なども考える余地があると思います。
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DX推進事業
書かない窓口を導入
　　円滑に運用されるか？

総務課（デジタル推進室）
予算額
2034
万円

どんな内容？ 来庁者の書類記入や窓口移行などの負担軽減のために
導入し、住民の利便性の向上を図るもの。

【問】職員の視察など研修は。また、導入時期は。
【答】関係各課の職員で先進地視察を予定している。６年度に
　　 指導や業務の見直しも含めて、移行する準備をしていた。
　　 そして７年度に導入ということで計上した。

写真はイメージです
提供：北海道北見市

カメラ付防犯灯設置事業
町の防犯対策は万全か？
防災対策室 予算額

242
万円

どんな内容？ 闇バイト等の新たな形の犯罪に対処すべく、交通量の多い
箇所等にカメラ付きのＬＥＤ防犯灯の設置に取り組み、安
全で安心して暮らせるまちづくりを進めるためのもの。

【問】設置箇所や運用方法は。また、地区から設置要望があった場合の
　　 対応は。
【答】貞山橋や歴史資料館付近の十字路交差点、君ヶ岡公園前交差点、
　　 砂山交差点、菖蒲田浜の長須賀の丁字路の５カ所に設置する。カ
　　 メラ自体は町で管理するが、映像に関しては、警察からの捜査依
　　 頼により提供することになる。また、今回の設置が最後ではなく、
　　 地区要望など必要があった場合には、今後も増えていくことにな
　　 ると考えている。

産後ケア事業
新たに宿泊型が追加されるが？
子ども未来課 予算額

115
万円

どんな内容？ 産後に育児等の支援が必要なお母さんを対象に、安心して子育てができる
ようにサポートする事業である。７年度から、従来の訪問型や通所型に宿
泊型を加え支援が拡充される。

【問】気軽に利用できる環境整備が必要だが。
【答】出生届や健診の際など、様々な機会を通じて制度の周知を行い、
　　 利用しやすい環境づくりに努める。

　　　　　

【問】行政からの案内だけでなく、お母さん同士の情報共有やアプリ
　　 などを活用した情報提供も必要では。
【答】子育て支援アプリの導入を予定しており、現場と連携して使い
　　 やすい環境づくりに取り組んでいく。

【問】宿泊型の契約施設はどのくらいあるのか。また、２泊３日など
　　 長期利用は可能か。
【答】県内の医療機関や助産院から利用者が希望の施設を選べる。宿
　　 泊は最大７回まで可能で、１泊６万円のうち自己負担は１万２
　　 千円となる。

町HP

利用可能な事業所
など産後ケアにつ
いて詳しくは
こちら

　　　　

　　　　

　議会では特別委員会を設置し、３月５日から３月１７日まで７年度当初予算を審査し可決しました。
　町長からは、ＤＸ推進をはじめ「復興と防災」「人材育成」「攻めの福祉」など６つの政策を軸とした
方針が示されました。議会は、町の課題を踏まえ、持続可能なまちづくりに向けた予算となっているか
慎重に審査しました。

前年度比７億９６００万円増（11.1％）
増額の主な要因
●参議院議員選挙および宮城県知事選挙執行経費
●町道整備事業
●七ヶ浜町武道館耐震化および大規模改修事業など
●小中学校体育施設照明改修事業
●学習用および指導者用タブレット端末購入事業

７年度の主な事業
●防災対策事業　２６２２万円
●英語を通した
　コミュニケーション力の育成事業　２２６７万円
●給食食材物価高騰保護者支援事業　２０１１万円
●こども計画策定事業　４００万円
●不妊検査・不妊治療費助成事業　２２０万円
●放課後児童健全育成事業　６９８６万円
●七ヶ浜アロープログラム事業　３１１万円
●地域公共交通対策事業　９１８７万円
●フィッシャーマンズ・チャレンジ事業　１３４２万円

７年度一般会計予算
７９億９９００万円

自主財源
33億1666万円

42％
依存財源

46億8234万円
58％

７年度 新たな事業展開は予算審査特別委員会
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●参議院議員選挙および宮城県知事選挙執行経費
●町道整備事業
●七ヶ浜町武道館耐震化および大規模改修事業など
●小中学校体育施設照明改修事業
●学習用および指導者用タブレット端末購入事業

７年度の主な事業
●防災対策事業　２６２２万円
●英語を通した
　コミュニケーション力の育成事業　２２６７万円
●給食食材物価高騰保護者支援事業　２０１１万円
●こども計画策定事業　４００万円
●不妊検査・不妊治療費助成事業　２２０万円
●放課後児童健全育成事業　６９８６万円
●七ヶ浜アロープログラム事業　３１１万円
●地域公共交通対策事業　９１８７万円
●フィッシャーマンズ・チャレンジ事業　１３４２万円

７年度一般会計予算
７９億９９００万円

自主財源
33億1666万円

42％
依存財源

46億8234万円
58％

７年度 新たな事業展開は予算審査特別委員会
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学習用および指導用タブレット端末購入事業
　　　　　　ウェブフィルタリング設定業務委託

学校のＩＣＴ環境が整うのか？

教育総務課

予算額
1億472
万円どんな内容？ 新たに小学校に７９９台、中学校に４５７台、

計１２５６台のタブレットを購入するもの。

【問】教職員を対象に、教育民生常任委員会においてアンケート調査を実施したところ、 
　　 Ｗｉ―Ｆｉ環境の不安定さの指摘が多く寄せられている。改善策は。
【答】現在のネット回線は、役場サーバーに一括集中しているセンターサーバー方式をとって
　　 いる。速度測定し、文科省からの推奨速度をクリアするように、 ＮＴＴとデジタル推進
　　 室を交えて環境構築の打ち合わせをしているところである。

【問】現在運用しているタブレット端末に関しては、現場でのトラブルが絶えないという声も
　　 ある。その対応も教職員では限界があるが、ＩＣＴ支援員や専門家など相談体制は。
【答】専門的な知識が必要となることから、保守契約を結んでいる業者と、トラブル対応の協
　　 議をするなどして解消に向けて取り組んでいる。

【問】現場の教職員から、多くの市町村で使用されているアプリの導入を望む声も多いが。
【答】アプリの存在は知っているが、導入はしていない。各学校に確認し対応したい。

（仮称）保健福祉センター
　　　　　　　　　建設事業

住民福祉の向上へつながるのか？

健康福祉課

予算額
2304
万円

どんな内容？ 既存の母子健康センターと子育て支援センターの機
能を集約し、健康と福祉、子育て支援の新たな拠点
施設として整備を予定しており、７年度はそれに関
する基本構想を策定するもの。

【問】健康づくりの拠点や子育て支援の充実等を掲げているが、現
在、町が抱える課題に対し、どのような改善が期待されるのか。

【答】各種相談事業の強化や健診事業を集約し、今後の住民サービ
スの向上を目指している。子育てに関しては、乳幼児健診や相
談事業、子育て事業もワンストップにしたい。課題としては、で
きる限り相談事業の不足部分を強化できればと考えている。ソ
フトの内容も含めて、基本構想で全体規模感等を算出し今後
検討していく。

企画財政課

まちづくり
振興課

公共施設の維持管理

総括質疑

逍遥のまちづくり事業の進捗と
　　　　　７年度の取り組みは

総括質疑とは、課ごとに質疑を行った後、十分な回答ではないと判断
される場合、委員会同意のもと改めて町長への質疑を行うことです。

老朽化対策など財政は耐えれるのか？

事業の進展はあるのか？

【問：仁田秀和】町の公共施設は老朽化が進み、修繕
　　 だけでは限界がある。財源にも限りがある中で、
　　 施設の統廃合や基金の計画的運用など、持続可
　　 能な運営の考えは。
【答：町長】公共施設等総合管理計画に基づき、ニー
　　 ズの変化や人口推計を踏まえ、統廃合や機能集
　　 約、長寿命化などを検討している。計画の柔軟
　　 な見直しも行いながら対応していく。

【問】第三者の視点を活用した事業評価の仕組みを導
　　 入する考えは。

【問：仁田秀和】本町が持つ「日帰りリゾート」とし
　　 ての魅力を活かし、海辺に癒しの空間を創出す
　　 る「逍遥のまちづくり事業」では、地域との協
　　 議が進む一方で、官民連携や持続可能な運営体
　　 制など多くの課題が残されている。７年度の進
　　 捗と課題認識、今後の展望は。
【答：町長】６年度は菖蒲田浜地区にて懇談会を８回
　　 開催し、住民や転入者、子育て世帯など多様な
　　 立場の意見を集めた。  「癒しの空間」や「地域
　　 の価値向上」などをテーマに議論し、平面図の
　　 イメージを作成した。課題は解決途上だが、新
　　 たな人材の発掘や若手からの提案も生まれ、地
　　 域活動の活性化にもつながった。今後はイメー
　　 ジ図案の具体化に向けて検討を進める。

【答】決算にあわせて、所管課ごとにＰＤＣＡサイ
　　 クルに基づく事務事業評価を行っている。第
　　 三者の意見は有益と認識しており、今後さら
　　 に情報収集を進めていく。

【問：鈴木篤】人口減少が進む中、将来的なリスク
　　 管理の観点から基金の積立は理解できる。一
　　 方で、今の町民のために積極的に活用するの
　　 も責務ではないか。
【答】持続可能な行政運営のためには基金の積立が
　　 必要である。今後も有効活用を図りながら進
　　 めていきたい。

【問】一過性で終わらせず、継続的な地域活性化につ
　　 なげるための運営体制と仕組みづくりは。
【答】行政単独では限界があり、民間との連携が不可
　　 欠である。必要に応じて補助金や税制優遇措置
　　 も検討する。７年度には調査委託を通じて、官
　　 民連携による継続的な仕組みの構築を進める。

【問：鈴木篤】民間業者と交渉するには、規模や予
　　 算の上限を示すべきではないか。
【答：まちづくり振興課長】予算上限を設定し、調
　　 査内容等の仕様書を作成、公表したうえで、
　　 民間業者の募集を行う予定である。

【問】交通や騒音への懸念から、地元住民の中には反
　　 対意見もあると思うが、聴取は行っているか。
【答】すべての住民が賛同しているわけではなく、今
　　 後の課題として認識している。具体化の段階で
　　 丁寧な説明を行っていきたい。

【問】町が主導で進めている事業と理解しているが、
　　 菖蒲田浜地区以外の町民への周知や理解促進は
　　 どうしているか。
【答】町広報等を通じて情報提供しており、今後も
　　 進捗に応じて周知を図る。地区限定ではなく、
　　 七ヶ浜全体のまちづくりの一環として進めている。

予算審査特別委員会

⑦ しちがはま議会だより　第163号  しちがはま議会だより　第163号  ⑥

親しまれた施設も再編のとき

6年度に作成されたイメージ図
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学習用および指導用タブレット端末購入事業
　　　　　　ウェブフィルタリング設定業務委託

学校のＩＣＴ環境が整うのか？

教育総務課

予算額
1億472
万円どんな内容？ 新たに小学校に７９９台、中学校に４５７台、

計１２５６台のタブレットを購入するもの。

【問】教職員を対象に、教育民生常任委員会においてアンケート調査を実施したところ、 
　　 Ｗｉ―Ｆｉ環境の不安定さの指摘が多く寄せられている。改善策は。
【答】現在のネット回線は、役場サーバーに一括集中しているセンターサーバー方式をとって
　　 いる。速度測定し、文科省からの推奨速度をクリアするように、 ＮＴＴとデジタル推進
　　 室を交えて環境構築の打ち合わせをしているところである。

【問】現在運用しているタブレット端末に関しては、現場でのトラブルが絶えないという声も
　　 ある。その対応も教職員では限界があるが、ＩＣＴ支援員や専門家など相談体制は。
【答】専門的な知識が必要となることから、保守契約を結んでいる業者と、トラブル対応の協
　　 議をするなどして解消に向けて取り組んでいる。

【問】現場の教職員から、多くの市町村で使用されているアプリの導入を望む声も多いが。
【答】アプリの存在は知っているが、導入はしていない。各学校に確認し対応したい。

（仮称）保健福祉センター
　　　　　　　　　建設事業

住民福祉の向上へつながるのか？

健康福祉課

予算額
2304
万円

どんな内容？ 既存の母子健康センターと子育て支援センターの機
能を集約し、健康と福祉、子育て支援の新たな拠点
施設として整備を予定しており、７年度はそれに関
する基本構想を策定するもの。

【問】健康づくりの拠点や子育て支援の充実等を掲げているが、現
在、町が抱える課題に対し、どのような改善が期待されるのか。

【答】各種相談事業の強化や健診事業を集約し、今後の住民サービ
スの向上を目指している。子育てに関しては、乳幼児健診や相
談事業、子育て事業もワンストップにしたい。課題としては、で
きる限り相談事業の不足部分を強化できればと考えている。ソ
フトの内容も含めて、基本構想で全体規模感等を算出し今後
検討していく。

企画財政課

まちづくり
振興課

公共施設の維持管理

総括質疑

逍遥のまちづくり事業の進捗と
　　　　　７年度の取り組みは

総括質疑とは、課ごとに質疑を行った後、十分な回答ではないと判断
される場合、委員会同意のもと改めて町長への質疑を行うことです。

老朽化対策など財政は耐えれるのか？

事業の進展はあるのか？

【問：仁田秀和】町の公共施設は老朽化が進み、修繕
　　 だけでは限界がある。財源にも限りがある中で、
　　 施設の統廃合や基金の計画的運用など、持続可
　　 能な運営の考えは。
【答：町長】公共施設等総合管理計画に基づき、ニー
　　 ズの変化や人口推計を踏まえ、統廃合や機能集
　　 約、長寿命化などを検討している。計画の柔軟
　　 な見直しも行いながら対応していく。

【問】第三者の視点を活用した事業評価の仕組みを導
　　 入する考えは。

【問：仁田秀和】本町が持つ「日帰りリゾート」とし
　　 ての魅力を活かし、海辺に癒しの空間を創出す
　　 る「逍遥のまちづくり事業」では、地域との協
　　 議が進む一方で、官民連携や持続可能な運営体
　　 制など多くの課題が残されている。７年度の進
　　 捗と課題認識、今後の展望は。
【答：町長】６年度は菖蒲田浜地区にて懇談会を８回
　　 開催し、住民や転入者、子育て世帯など多様な
　　 立場の意見を集めた。  「癒しの空間」や「地域
　　 の価値向上」などをテーマに議論し、平面図の
　　 イメージを作成した。課題は解決途上だが、新
　　 たな人材の発掘や若手からの提案も生まれ、地
　　 域活動の活性化にもつながった。今後はイメー
　　 ジ図案の具体化に向けて検討を進める。

【答】決算にあわせて、所管課ごとにＰＤＣＡサイ
　　 クルに基づく事務事業評価を行っている。第
　　 三者の意見は有益と認識しており、今後さら
　　 に情報収集を進めていく。

【問：鈴木篤】人口減少が進む中、将来的なリスク
　　 管理の観点から基金の積立は理解できる。一
　　 方で、今の町民のために積極的に活用するの
　　 も責務ではないか。
【答】持続可能な行政運営のためには基金の積立が
　　 必要である。今後も有効活用を図りながら進
　　 めていきたい。

【問】一過性で終わらせず、継続的な地域活性化につ
　　 なげるための運営体制と仕組みづくりは。
【答】行政単独では限界があり、民間との連携が不可
　　 欠である。必要に応じて補助金や税制優遇措置
　　 も検討する。７年度には調査委託を通じて、官
　　 民連携による継続的な仕組みの構築を進める。

【問：鈴木篤】民間業者と交渉するには、規模や予
　　 算の上限を示すべきではないか。
【答：まちづくり振興課長】予算上限を設定し、調
　　 査内容等の仕様書を作成、公表したうえで、
　　 民間業者の募集を行う予定である。

【問】交通や騒音への懸念から、地元住民の中には反
　　 対意見もあると思うが、聴取は行っているか。
【答】すべての住民が賛同しているわけではなく、今
　　 後の課題として認識している。具体化の段階で
　　 丁寧な説明を行っていきたい。

【問】町が主導で進めている事業と理解しているが、
　　 菖蒲田浜地区以外の町民への周知や理解促進は
　　 どうしているか。
【答】町広報等を通じて情報提供しており、今後も
　　 進捗に応じて周知を図る。地区限定ではなく、
　　 七ヶ浜全体のまちづくりの一環として進めている。

予算審査特別委員会
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親しまれた施設も再編のとき

6年度に作成されたイメージ図
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可決 ー●○○○○○ ●○○○ ○○

７年度
予算

一般会計
国民健康保険事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道事業会計 可決 ー●○○○○○ ●○○○ ○○

可決 ー●○○○○○ ●○○○ ○○
可決 ー●○○○○○ ●○○○ ○○
可決 ー●○○○○○ ●○○○ ○○

私はこう判断 　定例会３月会議に上程された議案のうち、賛否の
分かれた議案のみを掲載しています。

　二次元コードを読み込むと全議案の
採決結果一覧表を閲覧できます。
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堤
南
側
か
ら
西
友
付
近
ま

で
と
、う
じ
い
え
歯
科
医
院

付
近
か
ら
県
道
丁
字
路
ま
で

の
施
工
延
長
５
２
８
㍍
で
す
。

・
契
約
金
額

　
　
　
　
　
４
５
６
３
万
円

・
契
約
先

　
東
北
ニ
チ
レ
キ

　
　
　
　
　
工
業
株
式
会
社

・
工
期
　
　
７
年
３
月
31
日

　
　
落
札
率
64
％
だ
が
、
事

　
　
業
へ
の
影
響
は
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
共
通

　
　
費
や
共
通
仮
設
費
、現

場
管
理
費
等
事
業
者
の
工
夫

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。事
業

へ
の
影
響
は
な
い
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
令
和
６
年
度
七
ヶ
浜
健
康

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
機
械
設

備
改
修
工
事
　
　

内
容

・
契
約
金
額１億

４
３
０
０
万
円

・
契
約
先

　
株
式
会
社

　
　
テ
ク
ノ
菱
和
東
北
支
店

・
工
期
　
　
８
年
11
月
30
日

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

【第２弾】快適な道路環境に
～縦断線舗装工事～

工
事
請
負
契
約

７
年
度
予
算
討
論

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

水道事業会計

一般会計
賛成 熊谷　明美

賛成 佐藤　信輝賛成 佐藤　直美

反対 歌川　渡

反対 歌川　渡反対 歌川　渡

反対 歌川　渡 反対 歌川　渡

●正規職員と会計年度任用職員の給
　与の格差の改善
●新耐震基準に準拠した耐震診断と
　改修
●サービス周知の「くらし情報誌」
　発行
●入学祝い金支給を中学校まで拡大
●小中学校に学校司書の配置
●普通教室の LED化促進
上記などの改善を求める。

●カメラ付き防犯灯の設置　
●産後ケア事業に宿泊型導入
●放課後児童クラブ待機児童ゼロ
●学校の児童生徒全員にタブレット
　端末貸与
●学校体育施設のＬＥＤ化
●高齢者の帯状疱疹予防接種助成
●成年後見制度の利用促進
上記などの理由から生活向上の取り
組みを考えている。

　介護保険料は、第 1 期から２.４
倍の 6,600 円と負担増。また、滞
納・未収入は、第1被保険者の保険
料に加算しているが、町の一般会計
から補てんを。

　認知症カフェの再開、成年後見制
度の新設など４つの新規事業を中心
に民意が反映された予算編成となっ
ている。

　国保税を上げずとも事業運営がで
きている。それとは別に、国・県に
法に準拠した負担を求めるべき。

　収入減や医療費増が続く中、健康
増進を含む施策が実施計画に基づき、
７年度も継続して実施される見通し
である。

　高齢者全員で公平に負担する制度。
低所得者等にも配慮されている。高
齢者の保健事業と介護予防の一体的
実施事業では、未受診者対策の取り
組みをする。

　内部留保資金は、緊急事態に備え
大切な資金。水道料金の減免と上下
水道施設の更新工事を実施する。

　水道事業の預貯金から見て、水道
基本料金減免期間（３ヶ月間）の更
なる延長と受水量に見合った受水契
約の見直しを求める。

　高齢者から独自に保険料を徴収し、
負担だけが増える仕組みである。国
に制度の見直しを求めること、町独
自の支援を求める。

賛成 鈴木　博 賛成 鈴木　篤

そ
の
賛
否

なぜ
？

さらなる改善を 住民の生活向上事業実施

法に準拠した負担を

計画に基づき事業推進

一般会計から補てんを

民意を反映

町独自の支援を 減免期間の延長を

保健事業と介護予防の一体的実施 施設の更新工事実施

問答

補
正
予
算

議
会
報
告

懇

談

会

予

算

審

査

特
別
委
員
会

議
案
審
議

こんなことが決まりました－３月会議での議案審議－

○賛成　●反対　※議長は採決に加わらない。

たいじょうほうしん
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鈴
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洋
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正
憲
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決
結
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佐
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信
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鈴
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鈴
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惠
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熊
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歌
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彦
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組みをする。

　内部留保資金は、緊急事態に備え
大切な資金。水道料金の減免と上下
水道施設の更新工事を実施する。

　水道事業の預貯金から見て、水道
基本料金減免期間（３ヶ月間）の更
なる延長と受水量に見合った受水契
約の見直しを求める。

　高齢者から独自に保険料を徴収し、
負担だけが増える仕組みである。国
に制度の見直しを求めること、町独
自の支援を求める。
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通行がスムーズになり
ちょっとうれしい
変化です

答 問

答 問

●
ガ
ソ
リ
ン
税
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

内
容

　
原
油
価
格
の
高
騰
や
円
安

の
進
行
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
上
昇
を
続

け
、国
民
生
活
や
地
域
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。ガ
ソ
リ
ン
価
格
の

高
騰
が
住
民
生
活
や
地
域
経

済
に
直
接
的
か
つ
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、そ
の
対
策
を
地

方
自
治
体
単
独
で
講
じ
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
す
。ガ

ソ
リ
ン
価
格
引
き
下
げ
の
た

め
の
緊
急
か
つ
実
効
性
の
あ

る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
た
め
、国
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

で
す
。

提
出
者
　
　
　
仁
田
　
秀
和

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金
支
給
事
業（
家
計
急

変
世
帯
分
）

　
　
　
　（
１
７
０
万
円
）

内
容

　
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大

き
い
家
計
急
変
世
帯（
６
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
）に
対
し
給

付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

支
給
額

　
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
、

子
ど
も
加
算
１
人
当
た
り
２

万
円

●
町
道
整
備
事
業

　
　
　（
７
２
０
０
万
円
）

内
容

　
七
ヶ
浜
縦
断
線
舗
装
工
事

事
業
が
、国
の
６
年
度
補
正

予
算
で
追
加
さ
れ
た
交
付
金

事
業
に
該
当
す
る
と
示
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、国
庫
支
出

金
３
５
０
０
万
円
、地
方
債

３
５
０
０
万
円
を
財
源
と
し

て
舗
装
工
事
の
道
路
改
修
費

に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
変
更
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　
町
長
　
汐
見
台
の
中
心

　
　
で
、景
観
も
含
め
た
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
打
ち

替
え
を
検
討
す
る
た
め
今
回

の
変
更
と
な
っ
た
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

　
　
具
体
的
な
工
事
内
容
は
。

　
　
建
設
課
長
　
７
年
度
に

　
　
予
定
し
て
い
た
西
友
か

ら
東
側（
３
８
０
㍍
）を
６
年

度
補
正
で
施
工
し
、汐
見
台

南
の
信
号
機
部
分（
２
９
０

㍍
）は
７
年
度
以
降
の
工
事

に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

１月
第２回
会議

議
員
提
出
議
案

　
１
月
第
２
回
会
議
を
１
月
28
日
に
開
催
し
、
条
例
の
改
正
や
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
議
員
提
出
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
同
一
世
帯
に
属
す
る

者
全
員
が
、同
年
度
分

の
町
民
税
非
課
税
で
あ

る
世
帯
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
世
帯
。

「
家
計
急
変
世
帯
」

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　
互
い
に
か
み
合
う
よ

う
な
形
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロッ
ク
を
レ
ン
ガ
調

に
組
み
合
わ
せ
て
敷
き

詰
め
る
舗
装
方
法
。

「
イ
ン
タ
ー
ロッ
キ
ン
グ
」

ひ 

と 
口 
メ 

モ

　
　
災
害
時
の
被
災
地
対
応

　
　
の
範
囲
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
災
害

　
　
の
程
度
に
よ
る
が
、行

け
る
の
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

対
応
し
た
い
。

　
　
排
水
タ
ン
ク
を
隠
す
た

　
　
め
の
囲
い
な
ど
は
考
慮

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
設
置

　
　
の
段
階
で
契
約
予
定
の

事
業
者
と
協
議
し
見
栄
え
を

考
慮
し
、検
討
を
行
う
。

　
　
災
害
対
応
ト
イ
レ
に
利

　
　
用
す
る
非
常
用
発
電
機

を
２
台
購
入
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、容
量
は
。

　
　
出
力
が
５・５
ｋｗ
で
あ

　
　
り
、燃
料
タ
ン
ク
の
運

転
時
間
が
約
16
時
間
程
度
で

あ
る
。十
分
な
対
応
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
保
管
場
所
は
。

　
　
第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

　
　
発
電
機
は
保
管
場
所
が

未
定
だ
が
、生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
ま
た
は
ゆ
め
ク
ラ
ブ

で
の
保
管
を
考
え
て
い
る
。
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木
囲
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遺
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公
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応
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レ
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置
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事
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４
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万
円
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ト
イ
レ
を
設
置
し
た
際

　
　
の
景
観
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
設
置

　
　
予
定
の
場
所
に
は
、古

い
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
小

屋
が
存
在
し
て
お
り
、景
観

は
県
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
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２
ス
ポ
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ツ
広
場
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害
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管
理
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。

　
　
生
涯
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習
課
長
　
通
常
、

　
　
使
用
す
る
際
は
、ゆ
め

ク
ラ
ブ
が
鍵
を
預
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っ
て
お

り
対
応
す
る
。
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の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

鈴木　稔也さん

の 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ

　大木囲貝塚では「ネイチャーウォーク」で、
年に２～３回ほど植物の観察やリース作り等
を行っており、そこで講師を務めています。
　園地には、１年を通して通い、自然の移ろ
いを楽しんでいます。
　トイレが常設されると、歴史資料館の開館
時間を気にせずに安心して園内を散歩できま
すね。きれいに使いたいと思います。

　今までは、子どもたちが横断歩道を渡って、
アクアリーナのトイレを利用していました。
　今回、第２スポーツ広場の敷地内にトイレ
を設置していただけるということで、子ども
たちだけでなく、保護者も安心して野球に打
ち込めるようになると思います。
　利用チームとして、他の利用者の模範とな
るよう、きれいに使用させていただきたいと
思います。

ネイチャーウォーク講師

七ヶ浜中央野球クラブ監督
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税
の
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し
を
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対
し
意
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書
提
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～

疑
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　７年度一般会計補正予算（第７号）は、１億１８９９万円を追加し、総額を
８５億６３９万円としました。本議案は原案のとおり可決しました。

災害対応トイレ設置へ

項目 補正額 理由

地方交付税 1億 1,470 万円 普通交付税に追加するもの

項目 補正額 理由

各種予防接種受診票等印刷代
（高齢者帯状疱疹予防接種 1300 人分）

４月１日から定期接種化されるための印刷費用
へ充てるもの6万円

住民基本台帳ネットワーク機器購入費 重要なインフラをカバーするもの　1,781 万円

公共施設管理基金積立金 8,041 万円 公共施設が老朽化しているため、改修等が懸念
されることから追加するもの

歳入（収入）
■一般会計の主な補正予算項目

歳出（支出）

新型コロナウイルス予防接種
健康被害給付金 688万円 国に認定された健康被害を受けた方への給付金
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議
案
審
議

議
会
報
告

懇

談

会

予

算

審

査

特
別
委
員
会

補
正
予
算

一
般
質
問

特
　
　
集

一
般
質
問

議
案
審
議

議
会
報
告

懇

談

会

一
般
質
問

特
　
　
集

予

算

審

査

特
別
委
員
会

補
正
予
算

一
般
質
問

１
月
第
2
回
会
議

１
月
第
2
回
会
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト



通行がスムーズになり
ちょっとうれしい
変化です

答 問

答 問

●
ガ
ソ
リ
ン
税
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

内
容

　
原
油
価
格
の
高
騰
や
円
安

の
進
行
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
上
昇
を
続

け
、国
民
生
活
や
地
域
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。ガ
ソ
リ
ン
価
格
の

高
騰
が
住
民
生
活
や
地
域
経

済
に
直
接
的
か
つ
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、そ
の
対
策
を
地

方
自
治
体
単
独
で
講
じ
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
す
。ガ

ソ
リ
ン
価
格
引
き
下
げ
の
た

め
の
緊
急
か
つ
実
効
性
の
あ

る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
た
め
、国
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

で
す
。

提
出
者
　
　
　
仁
田
　
秀
和

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金
支
給
事
業（
家
計
急

変
世
帯
分
）

　
　
　
　（
１
７
０
万
円
）

内
容

　
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大

き
い
家
計
急
変
世
帯（
６
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
）に
対
し
給

付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

支
給
額

　
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
、

子
ど
も
加
算
１
人
当
た
り
２

万
円

●
町
道
整
備
事
業

　
　
　（
７
２
０
０
万
円
）

内
容

　
七
ヶ
浜
縦
断
線
舗
装
工
事

事
業
が
、国
の
６
年
度
補
正

予
算
で
追
加
さ
れ
た
交
付
金

事
業
に
該
当
す
る
と
示
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、国
庫
支
出

金
３
５
０
０
万
円
、地
方
債

３
５
０
０
万
円
を
財
源
と
し

て
舗
装
工
事
の
道
路
改
修
費

に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
変
更
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　
町
長
　
汐
見
台
の
中
心

　
　
で
、景
観
も
含
め
た
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
打
ち

替
え
を
検
討
す
る
た
め
今
回

の
変
更
と
な
っ
た
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

　
　
具
体
的
な
工
事
内
容
は
。

　
　
建
設
課
長
　
７
年
度
に

　
　
予
定
し
て
い
た
西
友
か

ら
東
側（
３
８
０
㍍
）を
６
年

度
補
正
で
施
工
し
、汐
見
台

南
の
信
号
機
部
分（
２
９
０

㍍
）は
７
年
度
以
降
の
工
事

に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

１月
第２回
会議

議
員
提
出
議
案

　
１
月
第
２
回
会
議
を
１
月
28
日
に
開
催
し
、
条
例
の
改
正
や
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
議
員
提
出
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
同
一
世
帯
に
属
す
る

者
全
員
が
、同
年
度
分

の
町
民
税
非
課
税
で
あ

る
世
帯
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
世
帯
。

「
家
計
急
変
世
帯
」

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　
互
い
に
か
み
合
う
よ

う
な
形
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロッ
ク
を
レ
ン
ガ
調

に
組
み
合
わ
せ
て
敷
き

詰
め
る
舗
装
方
法
。

「
イ
ン
タ
ー
ロッ
キ
ン
グ
」

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　
　
災
害
時
の
被
災
地
対
応

　
　
の
範
囲
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
災
害

　
　
の
程
度
に
よ
る
が
、行

け
る
の
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

対
応
し
た
い
。

　
　
排
水
タ
ン
ク
を
隠
す
た

　
　
め
の
囲
い
な
ど
は
考
慮

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
設
置

　
　
の
段
階
で
契
約
予
定
の

事
業
者
と
協
議
し
見
栄
え
を

考
慮
し
、検
討
を
行
う
。

　
　
災
害
対
応
ト
イ
レ
に
利
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す
る
非
常
用
発
電
機

を
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台
購
入
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、容
量
は
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出
力
が
５・５
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で
あ

　
　
り
、燃
料
タ
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の
運

転
時
間
が
約
16
時
間
程
度
で

あ
る
。十
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な
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応
が
可
能

で
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る
と
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え
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る
。

　
　
保
管
場
所
は
。

　
　
第
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ス
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ツ
広
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の
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は
保
管
場
所
が

未
定
だ
が
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涯
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内
ま
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は
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で
の
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管
を
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て
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る
。

●
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園
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事
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９
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１
万
円
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を
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の
景
観
は
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長
　
設
置

　
　
予
定
の
場
所
に
は
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く
み
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式
ト
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レ
や
小
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が
存
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し
て
お
り
、景
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は
県
と
相
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な
が
ら
進
め

て
い
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考
え
で
あ
る
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２
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害
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事
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イ
レ
の
管
理
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。

　
　
生
涯
学
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課
長
　
通
常
、

　
　
使
用
す
る
際
は
、ゆ
め

ク
ラ
ブ
が
鍵
を
預
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て
お

り
対
応
す
る
。
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ひとし　　　　　　　　
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鈴木　稔也さん
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　大木囲貝塚では「ネイチャーウォーク」で、
年に２～３回ほど植物の観察やリース作り等
を行っており、そこで講師を務めています。
　園地には、１年を通して通い、自然の移ろ
いを楽しんでいます。
　トイレが常設されると、歴史資料館の開館
時間を気にせずに安心して園内を散歩できま
すね。きれいに使いたいと思います。

　今までは、子どもたちが横断歩道を渡って、
アクアリーナのトイレを利用していました。
　今回、第２スポーツ広場の敷地内にトイレ
を設置していただけるということで、子ども
たちだけでなく、保護者も安心して野球に打
ち込めるようになると思います。
　利用チームとして、他の利用者の模範とな
るよう、きれいに使用させていただきたいと
思います。

ネイチャーウォーク講師

七ヶ浜中央野球クラブ監督
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８５億６３９万円としました。本議案は原案のとおり可決しました。

災害対応トイレ設置へ

項目 補正額 理由

地方交付税 1億 1,470 万円 普通交付税に追加するもの

項目 補正額 理由

各種予防接種受診票等印刷代
（高齢者帯状疱疹予防接種 1300 人分）

４月１日から定期接種化されるための印刷費用
へ充てるもの6万円

住民基本台帳ネットワーク機器購入費 重要なインフラをカバーするもの　1,781 万円

公共施設管理基金積立金 8,041 万円 公共施設が老朽化しているため、改修等が懸念
されることから追加するもの

歳入（収入）
■一般会計の主な補正予算項目

歳出（支出）

新型コロナウイルス予防接種
健康被害給付金 688万円 国に認定された健康被害を受けた方への給付金
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３月会議では　　　が質問！！！

一問一答方式 事前通告

一般質問の全容 一人当たりの質問時間

　議員は、町が行う取り組み内容や問題に関し、幅広く質問することができ
ます。これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答
えます。一般質問は、町民の皆さんの声を届け、議員と町当局が話し合う貴
重な機会です。

８人 一
般
質
問

町
政
を
問
う定例会等会議録

遠藤 喜二 ・・・13ページ
・学生の町外バス料金を半額に
・危険なゴミ集積所の安全対策を

公共交通
環境衛生

熊谷 明美 ・・・14ページ
・帯状疱疹ワクチンを50歳からに
・支援で投票を円滑に

保健福祉
選挙

歌川　 渡 ・・・15ページ
・戦後80年に向け平和教育を
・条例で定めた面積割で契約を
・身近な生活道路の安全確保を

平和教育
財産管理
土地管理

佐藤 信輝 ・・・16ページ
・国府厨印を活用した
　　　　　　　　　　  地域活性化を まちづくり

仁田 秀和 ・・・17ページ
・町の観光ビジョンは
・下水道の維持管理は

まちづくり
公共インフラ

鈴木　 篤 ・・・18ページ
・平等な受験機会の確保は
・検定補助事業の拡充は

教育
教育

鈴木 惠子 ・・・19ページ
・特別障害者手当の周知を
・漁港の計画的海底調査を

福祉
漁港管理

佐藤 直美 ・・・20ページ
・児童センターの整備は
・学校施設再編ビジョンの進捗は

児童福祉
教育振興

学生の町外バス料金を半額に
定期券でスムーズな運行をまちづくり

振興課長

遠　藤　喜　二
え ん ど う  よ し じ

町の考えを聞く 一 般 質 問

危
険
な
ご
み
集
積
所
の

　
　
　
　
　
　
　安
全
対
策
を

町
民
生
活
課
長

解
決
策
を
検
討
し
て
い
く

⑬ しちがはま議会だより　第163号  しちがはま議会だより　第163号　⑫

答

問

問答

問

答

質問者の一つの質問に対して答弁者が一
つずつ答弁をするキャッチボール方式。

質問内容は事前通告書として提出。事前
通告とは、一般質問する項目を町当局に
対してあらかじめ伝えておくための制度。

議会だよりに掲載しているものは一部分
になります。全部の内容は、数ヵ月後、ホー
ムページに掲載されます。上の二次元
コードからご覧になれます。

議員の一人の質問時間が合計で
30分まで。
（町当局の答弁時間は含まず。）

　
　
塩
釡
ま
で
ぐ
る
り
ん
こ

　
　
を
利
用
し
た
際
、運
賃

は
３
５
０
円
。
途
中
か
ら

乗
っ
た
学
生
が
３
０
０
円
を

出
し
町
外
の
学
校
前
で
下
車

し
た
が
、
高
す
ぎ
な
い
か
。

学
生
に
と
っ
て
は
定
期
券
に

し
て
も
回
数
券
に
し
て
も
安

く
は
な
い
。

　
七
ヶ
浜
に
高
校
が
な
い
た

め
に
外
に
行
く
の
で
あ
る
か

ら
、せ
め
て
半
額
に
で
き
な

い
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
定
期
券
を
購
入
し
て
い

た
だ
い
て
ス
ム
ー
ズ
な
運
行

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

　
　
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所

　
　
は
見
づ
ら
い
上
り
カ
ー

ブ
の
白
線
か
ら
、わ
ず
か
50

〜
60
㎝
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

ご
み
袋
を
集
積
か
ご
に
入
れ

る
に
し
て
も
住
民
の
脅
威
は

計
り
知
れ
な
い
。

　
昔
の
木
で
で
き
た
鳥
小
屋

風
の
ご
み
集
積
所
や
、頭
が

ぶ
つ
か
る
よ
う
な
低
い
ご
み

集
積
所
に
対
し
、町
の
方
か

ら
言
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
地
域
住
民
の

方
々
の
利
用
頻
度
や
集
積
場

所
の
こ
と
を
考
え
、今
の
場

所
か
ら
の
移
動
は
無
理
と
考

え
る
。せ
め
て
石
垣
の
場
所

ま
で
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
町
が
率
先
し
て「
危
険
な

の
で
も
う
少
し
奥
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
」と
地
元
区
長
や

環
境
美
化
推
進
委
員
の
方
々

に
提
案
で
き
な
い
の
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
町
の

　
　
方
で
地
区
に
提
案
さ
せ

て
も
ら
う
。

　
ご
み
集
積
所
の
相
談
を
受

け
た
場
合
、そ
の
形
状
や
設

置
場
所
の
相
談
に
乗
る
。

　
手
続
き
も
案
内
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

　
　
高
山
の
場
合
は
ふ
た
を

　
　
上
に
あ
げ
て
ご
み
袋
を

一
旦
置
い
て
、入
れ
る
タ
イ

プ
で
あ
る
。白
線
か
ら
出
て

し
ま
う
。
境
界
ま
で
１
・
５

ｍ
と
１
ｍ
あ
る
の
で
ご
み
集

積
所
を
奥
に
入
れ
れ
ば
安
全

性
も
確
保
さ
れ
る
が
。

　
　
指
摘
の
受
け
た
ご
み
集

　
　
積
所
は
、地
区
の
方
と

相
談
し
な
が
ら
解
決
策
を
検

討
し
て
い
く
。
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３月会議では　　　が質問！！！

一問一答方式 事前通告

一般質問の全容 一人当たりの質問時間

　議員は、町が行う取り組み内容や問題に関し、幅広く質問することができ
ます。これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答
えます。一般質問は、町民の皆さんの声を届け、議員と町当局が話し合う貴
重な機会です。

８人 一
般
質
問

町
政
を
問
う定例会等会議録

遠藤 喜二 ・・・13ページ
・学生の町外バス料金を半額に
・危険なゴミ集積所の安全対策を

公共交通
環境衛生

熊谷 明美 ・・・14ページ
・帯状疱疹ワクチンを50歳からに
・支援で投票を円滑に

保健福祉
選挙

歌川　 渡 ・・・15ページ
・戦後80年に向け平和教育を
・条例で定めた面積割で契約を
・身近な生活道路の安全確保を

平和教育
財産管理
土地管理

佐藤 信輝 ・・・16ページ
・国府厨印を活用した
　　　　　　　　　　  地域活性化を まちづくり

仁田 秀和 ・・・17ページ
・町の観光ビジョンは
・下水道の維持管理は

まちづくり
公共インフラ

鈴木　 篤 ・・・18ページ
・平等な受験機会の確保は
・検定補助事業の拡充は

教育
教育

鈴木 惠子 ・・・19ページ
・特別障害者手当の周知を
・漁港の計画的海底調査を

福祉
漁港管理

佐藤 直美 ・・・20ページ
・児童センターの整備は
・学校施設再編ビジョンの進捗は

児童福祉
教育振興

学生の町外バス料金を半額に
定期券でスムーズな運行をまちづくり

振興課長

遠　藤　喜　二
え ん ど う  よ し じ

町の考えを聞く 一 般 質 問

危
険
な
ご
み
集
積
所
の

　
　
　
　
　
　
　安
全
対
策
を

町
民
生
活
課
長

解
決
策
を
検
討
し
て
い
く

⑬ しちがはま議会だより　第163号  しちがはま議会だより　第163号　⑫

答

問

問答

問

答

質問者の一つの質問に対して答弁者が一
つずつ答弁をするキャッチボール方式。

質問内容は事前通告書として提出。事前
通告とは、一般質問する項目を町当局に
対してあらかじめ伝えておくための制度。

議会だよりに掲載しているものは一部分
になります。全部の内容は、数ヵ月後、ホー
ムページに掲載されます。上の二次元
コードからご覧になれます。

議員の一人の質問時間が合計で
30分まで。
（町当局の答弁時間は含まず。）

　
　
塩
釡
ま
で
ぐ
る
り
ん
こ

　
　
を
利
用
し
た
際
、運
賃

は
３
５
０
円
。
途
中
か
ら

乗
っ
た
学
生
が
３
０
０
円
を

出
し
町
外
の
学
校
前
で
下
車

し
た
が
、
高
す
ぎ
な
い
か
。

学
生
に
と
っ
て
は
定
期
券
に

し
て
も
回
数
券
に
し
て
も
安

く
は
な
い
。

　
七
ヶ
浜
に
高
校
が
な
い
た

め
に
外
に
行
く
の
で
あ
る
か

ら
、せ
め
て
半
額
に
で
き
な

い
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
定
期
券
を
購
入
し
て
い

た
だ
い
て
ス
ム
ー
ズ
な
運
行

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

　
　
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所

　
　
は
見
づ
ら
い
上
り
カ
ー

ブ
の
白
線
か
ら
、わ
ず
か
50

〜
60
㎝
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

ご
み
袋
を
集
積
か
ご
に
入
れ

る
に
し
て
も
住
民
の
脅
威
は

計
り
知
れ
な
い
。

　
昔
の
木
で
で
き
た
鳥
小
屋

風
の
ご
み
集
積
所
や
、頭
が

ぶ
つ
か
る
よ
う
な
低
い
ご
み

集
積
所
に
対
し
、町
の
方
か

ら
言
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
地
域
住
民
の

方
々
の
利
用
頻
度
や
集
積
場

所
の
こ
と
を
考
え
、今
の
場

所
か
ら
の
移
動
は
無
理
と
考

え
る
。せ
め
て
石
垣
の
場
所

ま
で
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
町
が
率
先
し
て「
危
険
な

の
で
も
う
少
し
奥
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
」と
地
元
区
長
や

環
境
美
化
推
進
委
員
の
方
々

に
提
案
で
き
な
い
の
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
町
の

　
　
方
で
地
区
に
提
案
さ
せ

て
も
ら
う
。

　
ご
み
集
積
所
の
相
談
を
受

け
た
場
合
、そ
の
形
状
や
設

置
場
所
の
相
談
に
乗
る
。

　
手
続
き
も
案
内
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

　
　
高
山
の
場
合
は
ふ
た
を

　
　
上
に
あ
げ
て
ご
み
袋
を

一
旦
置
い
て
、入
れ
る
タ
イ

プ
で
あ
る
。白
線
か
ら
出
て

し
ま
う
。
境
界
ま
で
１
・
５

ｍ
と
１
ｍ
あ
る
の
で
ご
み
集

積
所
を
奥
に
入
れ
れ
ば
安
全

性
も
確
保
さ
れ
る
が
。

　
　
指
摘
の
受
け
た
ご
み
集

　
　
積
所
は
、地
区
の
方
と

相
談
し
な
が
ら
解
決
策
を
検
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く
。
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戦後80年に向け平和教育を
歴史教育を
　　深めた上で進めたい

教育長
帯状疱疹ワクチンを50歳からに

対象外の助成は考えていない町長

議
論
し
た
い

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

支
援
で
投
票
を
円
滑
に

使
用
台
数
で
契
約
し
て
い
る

町
長
条
例
で
定
め
た

　
　
　面
積
割
り
で
契
約
を

身近な生活道路の安全確保を
解決の糸口が見えない町長

議
案
審
議

議
会
報
告

懇

談

会

予

算

審

査

特
別
委
員
会

補
正
予
算

答 問問

問 答答

問答

問答

問答

問答問答問答

問答

問答

問答問答問答問答

問答問答

問答問答問答問答

問答 　
　
非
核
宣
言
の
町
と
し
て

　
　
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い

世
界
の
人
間
社
会
を
後
世
に

伝
え
る
被
爆
80
年
に
向
け
た

平
和
教
育
事
業
を
、公
共
施

設
に
て
原
爆
パ
ネ
ル
展
と
い

う
形
で
開
催
す
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
戦
後
80
年
と

　
　
し
て
、ど
の
よ
う
な
形

で
周
知
で
き
る
か
考
え
い
き

た
い
。

　
　
中
学
校
２
校
で
、被
爆

　
　
者
等
の
実
体
験
を
聞
く

「
平
和
教
育
」を
開
催
す
る

考
え
は
。

　
　
実
体
験
の
機
会
は
貴
重

　
　
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
歴
史
教
育
を

深
め
た
上
で
進
め
た
い
。

　
　
広
島
市
ま
た
は
、長
崎

　
　
市
に
平
和
大
使
と
し
て

町
民
を
派
遣
す
る
考
え
は
。

　
　
現
段
階
で
は
、派
遣
の

　
　
考
え
は
な
い
。

　
　
６
月
、原
水
協
の「
国

　
　
民
平
和
大
行
進
」で
役

場
駐
車
場
の
使
用
許
可
や
町

の
賛
同
ス
ピ
ー
チ
の
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
は
。

　
　
関
係
各
課
と
の
協
議
の

　
　
上
、総
合
的
に
判
断
し

た
い
。

　
　
汐
見
台
地
区
管
理
組
合

　
　
の
賃
貸
料
金
が
、近
傍

類
似
の
地
価
１
㎡
が
６
２

６
・
16
円
で
あ
れ
ば
、年
間

賃
貸
料
は
１
９
７
万
３
０
３

０
円
に
な
る
の
で
は
。

　
　
町
長
　
質
問
の
通
り
の

　
　
金
額
に
な
る
。

　
　
ど
ち
ら
が
賃
貸
契
約
面

　
　
積
３
１
５
１
㎡
を
求
め

た
の
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
管
理

　
　
組
合
か
ら
で
あ
る
。

　
　
賃
貸
契
約
で
地
積
測
量

　
　
図
お
よ
び
登
記
簿
謄
本

等
の
確
認
を
し
た
の
か
。

　
　
町
長
　
ど
ち
ら
も
確
認

　
　
は
し
て
い
な
い
。

　
　
駐
車
場
の
面
積
で
は
な

　
　
く
、25
台
の
賃
貸
契
約

で
締
結
し
て
い
る
が
、１
台

あ
た
り
の
面
積
は
ど
の
よ
う

に
試
算
し
た
の
か
。

　
　
１
台
あ
た
り
の
使
用
面

　
　
積
で
試
算
し
て
い
な
い
。

　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

　
　
種
が
７
年
度
か
ら
定
期

接
種
化
に
な
る
。対
象
年
齢

は
65
歳
で
、５
年
間
の
経
過

措
置
と
し
て
70
歳
か
ら
５
歳

間
隔
で
１
０
０
歳
ま
で
と
、

１
０
０
歳
以
上
の
人
は
全
員

で
あ
る
。60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
人
は
、基
礎
疾
患
の
あ

る
人
と
し
て
い
る
。

　
帯
状
疱
疹
は
、子
ど
も
の

頃
に
感
染
し
た
水
痘
の
ウ
イ

ル
ス
が
大
人
に
な
っ
て
ス
ト

レ
ス
な
ど
を
き
っ
か
け
に
発

症
す
る
。こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

50
歳
以
上
の
、
ほ
ぼ
１
０
０

％
に
近
い
人
が
保
有
し
て
い

る
。接
種
対
象
年
齢
を
見
直

し
、リ
ス
ク
が
急
激
に
上
が

る
50
歳
か
ら
と
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
高
齢
者
の
発
病

　
　
と
重
症
化
を
防
止
す
る

点
で
、70
歳
か
ら
発
症
の
ピ

ー
ク
に
達
す
る
こ
と
を
鑑
み

て
、国
が
示
し
て
い
る
65
歳

を
基
本
に
実
施
す
る
。対
象

外
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
に
は
、生
ワ

　
　
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
が
あ
り
、接
種
費
用
が
、

生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
の
み
で

７
千
円
〜
１
万
円
。不
活
化

ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
が
望

ま
し
く
、
１
回
２
万
円
〜
２

万
５
千
円
。２
回
と
な
る
と

４
万
円
〜
５
万
円
と
高
額
で

あ
る
。国
か
ら
の
補
助
金
に
、

町
独
自
の
助
成
を
加
算
し
、

接
種
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

考
え
は
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
現
在

　
　
二
市
三
町
お
よ
び
塩
釡

医
師
会
と
調
整
中
で
あ
る
。

定
期
接
種
の
基
本
的
な
考
え

方
を
踏
ま
え
、統
一
し
て
実

施
し
た
い
。町
独
自
の
助
成

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
重
篤
化
す
る
と
、帯
状

　
　
疱
疹
後
神
経
痛
に
な
る

確
率
が
高
ま
り
、長
期
に
渡

る
痛
み
に
辛
い
思
い
を
す
る
。

さ
ら
に
長
引
く
こ
と
で
、医

療
費
の
負
担
も
大
き
く
な
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
予
防

が
大
切
で
あ
る
。ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、最
終
的
に
は
本
人

の
判
断
に
な
る
。だ
か
ら
こ

そ
、対
象
者
に
ワ
ク
チ
ン
の

正
し
い
情
報
と
副
反
応
等
を

丁
寧
に
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
３
月
中
に
対
象
者
全
員

　
　
に
予
診
票
や
ワ
ク
チ
ン

情
報
、
接
種
費
用
、
副
反
応

の
通
知
を
郵
送
す
る
。ま
た
、

町
広
報
等
で
周
知
す
る
。 

　
　
選
挙
は
国
民
が
主
権
者

　
　
と
し
て
、そ
の
意
思
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
事
が
で

き
る
重
要
な
機
会
で
あ
る
。

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

が
円
滑
に
投
票
で
き
る
よ
う

に
、期
日
前
投
票
場
や
当
日

投
票
場
に
投
票
支
援
カ
ー
ド

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
、
投
票
用
紙
記
入
補

助
具
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
　
委
員
長
　
円
滑
な
投
票

　
　
が
で
き
る
よ
う
、職
員

の
配
置
や
手
続
き
の
対
応
な

ど
役
割
分
担
し
案
内
し
て
い

る
。投
票
支
援
カ
ー
ド
等
設

置
の
要
望
は
寄
せ
ら
れ
て
い

な
い
。よ
り
良
い
投
票
環
境

を
作
る
た
め
、今
後
議
論
し

た
い
。

　
　
立
会
人
の
拘
束
時
間
が

　
　
長
い
と
の
声
が
あ
る
。

　
他
自
治
体
で
は
時
間
を
前

半
と
後
半
に
分
け
て
運
営
し

て
い
る
所
も
あ
る
。本
町
の

考
え
は
。

　
　
事
務
局
長
　
午
前
７
時

　
　
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の

業
務
と
な
っ
て
い
る
。
時
間

　
　
６
年
度
の
賃
貸
契
約
時

　
　
点
で
使
用
台
数
は
30
台

で
あ
る
が
、25
台
の
賃
貸
契

約
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
管
理
組
合
側
の
申
請
の

　
　
通
り
25
台
で
契
約
し
た
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
が
隣
接
町

　
　
有
地
に
同
駐
車
場
を
監

視
す
る
設
置
の
賃
貸
契
約
は

し
た
の
か
。
設
置
は
い
つ
か

ら
か
。

　
　
管
理
組
合
側
か
ら
貸
付

　
　
け
申
請
等
の
許
可
書
は

交
付
さ
れ
て
い
な
い
。平
成

22
年
度
に
設
置
さ
れ
た
。

　
現
在
、契
約
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
い
る
。

　
　
公
有
財
産
の
目
的
外
使

　
　
用
の
事
務
実
務
の
ず
さ

ん
な
対
応
は
職
員
の
懲
戒
処

分
の
対
象
に
な
る
の
で
は
。

　
　
副
町
長
　
詳
細
な
報
告

　
　
が
上
が
っ
て
い
な
い
の

で
、回
答
は
差
し
控
え
る
。

　
　
境
山
２
丁
目
の
公
衆
道

　
　
路
が
広
範
囲
に
路
面
の

剥
離
や
陥
没
で
通
行
に
支
障

が
出
て
い
る
。現
場
確
認
は
。

　
　
建
設
課
長
　
去
年
の
10

　
　
月
、２
月
の
上
旬
に
確

認
し
た
。

　
　
車
両
お
よ
び
歩
行
者
の

　
　
安
全
確
保
は
。

　
　
町
長
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

　
　
舗
装
が
破
損
し
、支
障

が
あ
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
人
身
事
故
が
発
生
し
た

　
　
場
合
の
対
応
先
は
。

　
　
状
況
や
要
因
に
よ
る
が
、

　
　
境
界
が
未
確
定
の
た
め
、

一
概
に
決
め
ら
れ
な
い
。

　
　
側
溝
は
道
路
内
に
敷
設

　
　
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
道
路
内
に
町
が
敷
設
し

　
　
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
道
路
の
補
修
に
は
、隣

　
　
接
地
権
者
と
の
境
界
線

等
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
隣
接
地
権
者
は
自
分
の

　
　
土
地
で
あ
る
と
の
一
点

張
り
で
、話
し
合
い
も
で
き

な
い
。境
界
未
確
定
で
、補
修

も
で
き
な
い
状
況
で
、解
決

の
糸
口
が
見
え
な
い
。

を
分
け
て
運
用
す
る
場
合
、

時
間
軽
減
は
図
れ
る
も
の
の
、

倍
以
上
の
人
数
が
必
要
と
な

る
な
ど
現
段
階
で
は
判
断
で

き
な
い
。

　
　
立
会
人
の
な
り
て
不
足

　
　
の
対
応
策
は
。

　
　
全
国
的
に
も
課
題
に
な

　
　
っ
て
い
る
。
立
会
人
の

役
割
は
大
き
く
誰
で
も
い
い

わ
け
で
は
な
い
。現
行
制
度

の
中
で
よ
り
良
い
方
法
を
模

索
し
た
い
。

す
い
と
う

は
く
り

か
ん
ぼ
つ

歌　川　　　渡
う た が わ  わたる

熊　谷　明　美
くま が い あ け み

あなたの一票が大事です
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問答 　
　
非
核
宣
言
の
町
と
し
て

　
　
核
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い
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爆
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和
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す
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考
え
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体
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重
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取
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る
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子
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も
た
ち
の
歴
史
教
育
を

深
め
た
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で
進
め
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い
。
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崎
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平
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て
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民
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現
段
階
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は
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遣
の

　
　
考
え
は
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い
。

　
　
６
月
、原
水
協
の「
国

　
　
民
平
和
大
行
進
」で
役

場
駐
車
場
の
使
用
許
可
や
町

の
賛
同
ス
ピ
ー
チ
の
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
は
。

　
　
関
係
各
課
と
の
協
議
の

　
　
上
、総
合
的
に
判
断
し

た
い
。

　
　
汐
見
台
地
区
管
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組
合

　
　
の
賃
貸
料
金
が
、近
傍

類
似
の
地
価
１
㎡
が
６
２

６
・
16
円
で
あ
れ
ば
、年
間

賃
貸
料
は
１
９
７
万
３
０
３

０
円
に
な
る
の
で
は
。

　
　
町
長
　
質
問
の
通
り
の

　
　
金
額
に
な
る
。

　
　
ど
ち
ら
が
賃
貸
契
約
面

　
　
積
３
１
５
１
㎡
を
求
め

た
の
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
管
理

　
　
組
合
か
ら
で
あ
る
。

　
　
賃
貸
契
約
で
地
積
測
量

　
　
図
お
よ
び
登
記
簿
謄
本

等
の
確
認
を
し
た
の
か
。

　
　
町
長
　
ど
ち
ら
も
確
認

　
　
は
し
て
い
な
い
。

　
　
駐
車
場
の
面
積
で
は
な

　
　
く
、25
台
の
賃
貸
契
約

で
締
結
し
て
い
る
が
、１
台

あ
た
り
の
面
積
は
ど
の
よ
う

に
試
算
し
た
の
か
。

　
　
１
台
あ
た
り
の
使
用
面

　
　
積
で
試
算
し
て
い
な
い
。

　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

　
　
種
が
７
年
度
か
ら
定
期

接
種
化
に
な
る
。対
象
年
齢

は
65
歳
で
、５
年
間
の
経
過

措
置
と
し
て
70
歳
か
ら
５
歳

間
隔
で
１
０
０
歳
ま
で
と
、

１
０
０
歳
以
上
の
人
は
全
員

で
あ
る
。60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
人
は
、基
礎
疾
患
の
あ

る
人
と
し
て
い
る
。

　
帯
状
疱
疹
は
、子
ど
も
の

頃
に
感
染
し
た
水
痘
の
ウ
イ

ル
ス
が
大
人
に
な
っ
て
ス
ト

レ
ス
な
ど
を
き
っ
か
け
に
発

症
す
る
。こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

50
歳
以
上
の
、
ほ
ぼ
１
０
０

％
に
近
い
人
が
保
有
し
て
い

る
。接
種
対
象
年
齢
を
見
直

し
、リ
ス
ク
が
急
激
に
上
が

る
50
歳
か
ら
と
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
高
齢
者
の
発
病

　
　
と
重
症
化
を
防
止
す
る

点
で
、70
歳
か
ら
発
症
の
ピ

ー
ク
に
達
す
る
こ
と
を
鑑
み

て
、国
が
示
し
て
い
る
65
歳

を
基
本
に
実
施
す
る
。対
象

外
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
に
は
、生
ワ

　
　
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
が
あ
り
、接
種
費
用
が
、

生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
の
み
で

７
千
円
〜
１
万
円
。不
活
化

ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
が
望

ま
し
く
、
１
回
２
万
円
〜
２

万
５
千
円
。２
回
と
な
る
と

４
万
円
〜
５
万
円
と
高
額
で

あ
る
。国
か
ら
の
補
助
金
に
、

町
独
自
の
助
成
を
加
算
し
、

接
種
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

考
え
は
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
現
在

　
　
二
市
三
町
お
よ
び
塩
釡

医
師
会
と
調
整
中
で
あ
る
。

定
期
接
種
の
基
本
的
な
考
え

方
を
踏
ま
え
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一
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て
実
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た
い
。町
独
自
の
助
成
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な
い
。

　
　
重
篤
化
す
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と
、帯
状

　
　
疱
疹
後
神
経
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に
な
る

確
率
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高
ま
り
、長
期
に
渡

る
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辛
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思
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す
る
。
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引
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で
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な
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治
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。
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。
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付
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。
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。
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有
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実
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ず
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の
懲
戒
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分
の
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象
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の
で
は
。

　
　
副
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な
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が
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が
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い
な
い
の

で
、回
答
は
差
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。
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目
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広
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の
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障

が
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る
。現
場
確
認
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。
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の
上
旬
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よ
び
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行
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の

　
　
安
全
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保
は
。
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長
　
ア
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フ
ァ
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舗
装
が
破
損
し
、支
障

が
あ
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
人
身
事
故
が
発
生
し
た

　
　
場
合
の
対
応
先
は
。

　
　
状
況
や
要
因
に
よ
る
が
、

　
　
境
界
が
未
確
定
の
た
め
、

一
概
に
決
め
ら
れ
な
い
。

　
　
側
溝
は
道
路
内
に
敷
設

　
　
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
道
路
内
に
町
が
敷
設
し

　
　
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
道
路
の
補
修
に
は
、隣

　
　
接
地
権
者
と
の
境
界
線

等
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
隣
接
地
権
者
は
自
分
の

　
　
土
地
で
あ
る
と
の
一
点

張
り
で
、話
し
合
い
も
で
き

な
い
。境
界
未
確
定
で
、補
修

も
で
き
な
い
状
況
で
、解
決

の
糸
口
が
見
え
な
い
。

を
分
け
て
運
用
す
る
場
合
、

時
間
軽
減
は
図
れ
る
も
の
の
、

倍
以
上
の
人
数
が
必
要
と
な

る
な
ど
現
段
階
で
は
判
断
で

き
な
い
。

　
　
立
会
人
の
な
り
て
不
足

　
　
の
対
応
策
は
。

　
　
全
国
的
に
も
課
題
に
な

　
　
っ
て
い
る
。
立
会
人
の

役
割
は
大
き
く
誰
で
も
い
い

わ
け
で
は
な
い
。現
行
制
度

の
中
で
よ
り
良
い
方
法
を
模

索
し
た
い
。

す
い
と
う

は
く
り

か
ん
ぼ
つ

歌　川　　　渡
う た が わ  わたる

熊　谷　明　美
くま が い あ け み

あなたの一票が大事です
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下
水
道
の
維
持
管
理
は

計
画
に
基
づ
き

　
　
　実
施
し
て
い
る

町
長

こ く ふ く り や い ん

印影の活用方法は無限大

議
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審
議

議
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告

懇

談

会

予
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審

査

特
別
委
員
会
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正
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答

問問

答

問答

問答問答

問答

問答

問答

問答

答

問答か
ん
き
ょ

　
　
本
町
の
観
光
政
策
は
、

　
　
ビ
ジ
ョ
ン
が
不
透
明
で

あ
り
、
何
を
目
指
し
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
明

確
に
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

　
　
町
長
　
長
期
総
合
計
画

　
　
の
基
本
理
念
を
基
盤
と

し
て
、心
癒
さ
れ
る
町
を
目

指
す
。癒
し
の
空
間
を
共
感

す
る
ま
ち
づ
く
り
、活
気
を

創
造
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、基
本
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
町
の
フ
ァ
ン
を
増

や
し
、人
が
行
き
交
う
賑
わ

い
の
あ
る
町
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。本
町

の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
景

観
な
ど
特
有
の
地
域
資
源
を

生
か
し
、海
浜
エ
リ
ア
を
中

心
と
し
た
日
帰
り
リ
ゾ
ー
ト

の
町
を
確
立
し
て
い
く
こ
と

で
、さ
ら
な
る
関
係
人
口
の

増
加
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
が
波
及
す
る

こ
と
に
よ
り
、観
光
に
も
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
事

　
　
業
の
観
光
政
策
の
位
置

付
け
は
。

　
　
計
画
の
目
標
実
現
の
た

　
　
め
、町
民
は
も
と
よ
り
、

訪
れ
る
人
へ
の
癒
し
の
空
間

や
、ふ
と
歩
き
た
く
な
る
場

所
と
し
て
、町
の
魅
力
を
高

め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
観
光
施
策
は
今
後
ど
の

　
　
よ
う
な
方
針
で
進
め
ら

れ
て
い
く
の
か
。

　
　
観
光
は
地
域
経
済
や
社

　
　
会
環
境
の
変
化
に
応
じ
、

そ
の
あ
り
方
や
仕
組
み
が

日
々
変
化
す
る
。本
町
で
は

観
光
に
特
化
す
る
こ
と
な
く
、

基
本
理
念
に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、町
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
そ

の
波
及
効
果
と
し
て
観
光
に

も
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。引
き
続
き
、町
観
光
協

会
や
関
係
団
体
と
協
力
し
、

新
た
な
生
業
の
創
出
な
ど
模

索
し
な
が
ら
、進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
震
災
復
興
計
画
に
お
い

　
　
て
、菖
蒲
田
浜
や
花
渕

浜
に
業
務
系
エ
リ
ア
を
設
定

し
、第
３
次
産
業
の
誘
致
を

進
め
て
き
た
が
、そ
の
成
果

と
、こ
れ
ま
で
の
課
題
お
よ

び
解
決
策
は
。

　
　
震
災
後
、土
地
区
画
整

　
　
理
事
業
や
多
目
的
広
場

の
整
備
な
ど
に
時
間
を
要
し

た
が
、そ
の
後
の
店
舗
の
進

出
な
ど
の
状
況
か
ら
、
一
定

の
成
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て

　
　
文
化
財
保
護
法
の
改
正

　
　
に
よ
り
、文
化
財
の
保

護
と
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。本
町
に
は
大
木
囲
貝
塚

な
ど
の
文
化
財
が
あ
り
、特

に
国
府
厨
印
は
青
銅
製
の
古

代
印
で
、西
暦
８
４
０
年
頃

に
使
用
さ
れ
て
い
た
日
本
で

唯
一
現
存
す
る
国
府
厨
印
で

あ
る
。文
化
的
価
値
が
非
常

に
高
い
こ
と
か
ら
、国
府
厨

印
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
常
設
展
示
を

　
　
行
い
、実
物
見
学
の
機

会
を
提
供
し
て
い
る
。ま
ち

づ
く
り
政
策
と
し
て
国
府
厨

印
を
正
面
に
掲
げ
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
国
府
厨
印
は
、陸
奥
国

　
　
府
多
賀
城
に
海
産
物
を

納
め
る
際
に
使
用
さ
れ
た
印

で
あ
り
、昭
和
61
年
に
本
町

の
歴
史
資
料
館
で
展
示
さ
れ

た
。東
京
都
や
青
森
県
か
ら

の
借
用
申
し
出
が
あ
る
等
、

古
代
印
以
上
の
貴
重
な
文
化

遺
産
と
し
て
全
国
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。多

賀
城
と
の
繋
が
り
を
示
し
、

日
本
で
唯
一
発
見
さ
れ
た
貴

重
な
文
化
財
と
し
て
、印
影

を
転
載
し
、
図
版
を「
印
」

と
し
て
七
ヶ
浜
産
の
証
明
に

活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
提
案
は
良
い
ア

　
　
イ
デ
ア
で
あ
り
、国
府

厨
印
と
多
賀
城
の
石
組
み
の

国
宝
指
定
に
関
連
し
て
何
と

か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。鼻
節
紀
伊
の
守
の
末
裔

と
面
会
し
、関
連
資
料
を
借

り
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。

歴
史
資
料
館
の
学
芸
員
が
調

査
中
で
あ
り
、明
治
維
新
よ

り
30
年
前
に
鼻
節
神
社
改
築

の
際
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。今
後
は
町

の
指
定
文
化
財
か
ら
県
の
指

定
文
化
財
へ
と
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
、そ
の
た
め
に

国
府
厨
印
の
事
業
を
町
で
広

め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
多
賀
城
市
は
、国
宝
と

　
　
な
っ
た
石
碑
の
影
響
で

交
流
人
口
が
前
年
の
３
倍
に

増
加
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
上

で
は
多
賀
城
の
石
碑
を
訪
れ

た
人
々
の
投
稿
が
多
く
見
ら

れ
る
。国
府
厨
印
が
古
代
の

多
賀
城
と
繋
が
り
が
あ
る
こ

と
を
知
る
人
々
は
、歴
史
資

料
館
や
神
社
、
カ
フ
ェ
を
巡

る
ル
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、過
去
の
本
町
か

ら
の
多
賀
城
市
へ
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
、観
光
案
内
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
国
府

厨
印
の
歴
史
的
繋
が
り
を
説

明
に
加
え
る
よ
う
打
診
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、松
島

か
ら
多
賀
城
間
の
観
光
ル
ー

ト
の
一
部
と
し
て
交
流
人
口

の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
思

う
が
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
今
後
、多
賀
城
市
と
も

事
業
を
含
め
、連
携
し
た
形

で
観
光
を
進
め
て
い
く
。

　
　
今
年
の
春
か
ら
多
賀
城

　
　
市
で
は
南
門
が
一
般
に

解
放
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

観
光
バ
ス
を
呼
び
込
み
周
辺

を
巡
る
計
画
が
進
行
中
で
あ

る
。県
で
政
庁
を
復
元
・
再

現
す
る
案
が
出
て
い
る
と
の

情
報
も
得
た
。松
島
か
ら
多

賀
城
間
の
観
光
ル
ー
ト
を
構

築
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

何
も
し
な
け
れ
ば
七
ヶ
浜
町

は
素
通
り
さ
れ
、塩
釡
や
松

島
の
み
の
交
流
人
口
と
な
る

恐
れ
が
あ
る
。観
光
客
が
近

く
ま
で
来
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、隣
接
地
域
が
集
客
に

成
功
し
て
い
る
中
で
、本
町

も
知
恵
を
使
い
人
を
呼
び
込

む
流
れ
を
創
る
必
要
が
あ
る
。

早
急
に
行
動
す
る
こ
と
で
人

の
流
れ
を
生
み
出
す
と
考
え

る
が
。

　
　
町
長
　
町
と
し
て
多
賀

　
　
城
と
連
携
し
、集
客
を

図
る
考
え
を
示
し
た
い
。多

賀
城
の
碑
も
長
年
に
わ
た
り

偽
物
と
さ
れ
て
い
た
が
、最

い
る
。
課
題
は
、
多
く
の
集

客
が
あ
る
菖
蒲
田
浜
の
海
岸

エ
リ
ア
で
は
、
移
転
元
地
の

維
持
管
理
や
現
在
利
用
し
て

い
な
い
町
有
地
の
活
用
で
あ

る
。ま
ず
は
逍
遥
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
な
ど
を
進
め
な
が

ら
、周
辺
の
人
の
流
れ
や
海

岸
部
に
相
応
し
い
土
地
利
用

を
検
討
し
、民
間
事
業
者
等

の
参
入
も
含
め
て
、時
間
が

か
か
っ
て
も
景
観
等
に
配
慮

し
た
土
地
利
用
の
促
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
観
光
政
策
の
強
化
を
図

　
　
る
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
な
ど
を
活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
今
後
、必
要
に
応
じ
て

　
　
専
門
的
知
見
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ

れ
ば
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
　
埼
玉
県
八
潮
市
に
お
い

　
　
て
道
路
の
陥
没
事
故
が

発
生
し
、そ
の
原
因
と
し
て

下
水
道
の
老
朽
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
事

故
は
住
民
の
安
全
に
直
結
す

る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、本

町
に
お
い
て
も
同
様
の
リ
ス

ク
が
な
い
か
、早
急
な
確
認

と
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。本

町
の
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
現

状
お
よ
び
対
策
は
。

　
　
町
長
　
町
内
に
は
下
水

　
　
道
管
路
延
長
11
万
５
６

３
５
㍍
整
備
し
て
い
る
。法

定
耐
用
年
数
が
50
年
を
超
え

た
老
朽
管
は
、県
道
歩
道
部

分
の
２
６
５
㍍
で
老
朽
化
率

は
０
・
２
%
で
あ
る
。汚
水

管
渠
の
腐
食
や
ク
ラ
ッ
ク
等

の
破
損
の
著
し
い
箇
所
は
、

主
に
内
面
更
生
に
よ
り
改
良

工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
定
期
点
検
と
維
持
管
理

　
　
の
体
制
は
。

　
　
下
水
道
長
寿
命
化
計
画

　
　
や
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、計
画

的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

調
査
方
法
は
、テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
調
査
等
を
業
務
委
託
に
て

対
応
し
て
い
る
。ま
た
、
日

常
的
な
点
検
と
管
理
は
職
員

と
委
託
業
者
で
管
渠
な
ど
の

点
検
管
理
に
よ
り
、大
規
模

な
工
事
に
至
ら
な
い
よ
う
早

期
発
見
と
対
策
を
行
い
、下

水
道
を
使
用
す
る
町
民
が
衛

生
的
に
生
活
で
き
る
よ
う
行

っ
て
い
る
。

終
的
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
。こ
れ
を
踏
ま

え
、
国
府
厨
印
を
活
用
し
、

ま
ず
は
県
指
定
を
目
指
し
、

さ
ら
に
国
宝
級
の
も
の
と
し

て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
多
賀
城
市
と

タ
ッ
グ
を
組
み
な
が
ら
集
客

を
進
め
る
意
向
で
あ
る
。

　
　
七
ヶ
浜
の
文
化
財
で
あ

　
　
る
国
府
厨
印
を
、県
文

化
財
や
国
の
文
化
財
に
申
請

す
る
考
え
は
。　

　
　
教
育
長
　
昭
和
46
年
に

　
　
町
指
定
文
化
財
の
第
１

号
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。所

有
者
は
鼻
節
神
社
で
あ
り
、

町
資
料
館
で
保
管
活
用
さ
れ

て
い
る
。国
や
県
の
文
化
財

に
国
府
厨
印
を
認
め
る
意
義

を
十
分
に
勉
強
し
対
応
す
る

考
え
で
あ
る
。

し
ょ
う
よ
う

な
り
わ
い

か
ん
ぼ
つ

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

佐　藤　信　輝
さ と う の ぶ て る

七ヶ浜の魅力をもっと身近に！

日本唯一の貴重な印
（写真提供：七ヶ浜町歴史資料館）

か
み

ま
つ
え
い
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問答

問答

問答

問答

答

問答か
ん
き
ょ

　
　
本
町
の
観
光
政
策
は
、

　
　
ビ
ジ
ョ
ン
が
不
透
明
で

あ
り
、
何
を
目
指
し
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
明

確
に
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

　
　
町
長
　
長
期
総
合
計
画

　
　
の
基
本
理
念
を
基
盤
と

し
て
、心
癒
さ
れ
る
町
を
目

指
す
。癒
し
の
空
間
を
共
感

す
る
ま
ち
づ
く
り
、活
気
を

創
造
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、基
本
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
町
の
フ
ァ
ン
を
増

や
し
、人
が
行
き
交
う
賑
わ

い
の
あ
る
町
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。本
町

の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
景

観
な
ど
特
有
の
地
域
資
源
を

生
か
し
、海
浜
エ
リ
ア
を
中

心
と
し
た
日
帰
り
リ
ゾ
ー
ト

の
町
を
確
立
し
て
い
く
こ
と

で
、さ
ら
な
る
関
係
人
口
の

増
加
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
が
波
及
す
る

こ
と
に
よ
り
、観
光
に
も
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
事

　
　
業
の
観
光
政
策
の
位
置

付
け
は
。

　
　
計
画
の
目
標
実
現
の
た

　
　
め
、町
民
は
も
と
よ
り
、

訪
れ
る
人
へ
の
癒
し
の
空
間

や
、ふ
と
歩
き
た
く
な
る
場

所
と
し
て
、町
の
魅
力
を
高

め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
観
光
施
策
は
今
後
ど
の

　
　
よ
う
な
方
針
で
進
め
ら

れ
て
い
く
の
か
。

　
　
観
光
は
地
域
経
済
や
社

　
　
会
環
境
の
変
化
に
応
じ
、

そ
の
あ
り
方
や
仕
組
み
が

日
々
変
化
す
る
。本
町
で
は

観
光
に
特
化
す
る
こ
と
な
く
、

基
本
理
念
に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、町
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
そ

の
波
及
効
果
と
し
て
観
光
に

も
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。引
き
続
き
、町
観
光
協

会
や
関
係
団
体
と
協
力
し
、

新
た
な
生
業
の
創
出
な
ど
模

索
し
な
が
ら
、進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
震
災
復
興
計
画
に
お
い

　
　
て
、菖
蒲
田
浜
や
花
渕

浜
に
業
務
系
エ
リ
ア
を
設
定

し
、第
３
次
産
業
の
誘
致
を

進
め
て
き
た
が
、そ
の
成
果

と
、こ
れ
ま
で
の
課
題
お
よ

び
解
決
策
は
。

　
　
震
災
後
、土
地
区
画
整

　
　
理
事
業
や
多
目
的
広
場

の
整
備
な
ど
に
時
間
を
要
し

た
が
、そ
の
後
の
店
舗
の
進

出
な
ど
の
状
況
か
ら
、
一
定

の
成
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て

　
　
文
化
財
保
護
法
の
改
正

　
　
に
よ
り
、文
化
財
の
保

護
と
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。本
町
に
は
大
木
囲
貝
塚

な
ど
の
文
化
財
が
あ
り
、特

に
国
府
厨
印
は
青
銅
製
の
古

代
印
で
、西
暦
８
４
０
年
頃

に
使
用
さ
れ
て
い
た
日
本
で

唯
一
現
存
す
る
国
府
厨
印
で

あ
る
。文
化
的
価
値
が
非
常

に
高
い
こ
と
か
ら
、国
府
厨

印
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
常
設
展
示
を

　
　
行
い
、実
物
見
学
の
機

会
を
提
供
し
て
い
る
。ま
ち

づ
く
り
政
策
と
し
て
国
府
厨

印
を
正
面
に
掲
げ
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
国
府
厨
印
は
、陸
奥
国

　
　
府
多
賀
城
に
海
産
物
を

納
め
る
際
に
使
用
さ
れ
た
印

で
あ
り
、昭
和
61
年
に
本
町

の
歴
史
資
料
館
で
展
示
さ
れ

た
。東
京
都
や
青
森
県
か
ら

の
借
用
申
し
出
が
あ
る
等
、

古
代
印
以
上
の
貴
重
な
文
化

遺
産
と
し
て
全
国
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。多

賀
城
と
の
繋
が
り
を
示
し
、

日
本
で
唯
一
発
見
さ
れ
た
貴

重
な
文
化
財
と
し
て
、印
影

を
転
載
し
、
図
版
を「
印
」

と
し
て
七
ヶ
浜
産
の
証
明
に

活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
提
案
は
良
い
ア

　
　
イ
デ
ア
で
あ
り
、国
府

厨
印
と
多
賀
城
の
石
組
み
の

国
宝
指
定
に
関
連
し
て
何
と

か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。鼻
節
紀
伊
の
守
の
末
裔

と
面
会
し
、関
連
資
料
を
借

り
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。

歴
史
資
料
館
の
学
芸
員
が
調

査
中
で
あ
り
、明
治
維
新
よ

り
30
年
前
に
鼻
節
神
社
改
築

の
際
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。今
後
は
町

の
指
定
文
化
財
か
ら
県
の
指

定
文
化
財
へ
と
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
、そ
の
た
め
に

国
府
厨
印
の
事
業
を
町
で
広

め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
多
賀
城
市
は
、国
宝
と

　
　
な
っ
た
石
碑
の
影
響
で

交
流
人
口
が
前
年
の
３
倍
に

増
加
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
上

で
は
多
賀
城
の
石
碑
を
訪
れ

た
人
々
の
投
稿
が
多
く
見
ら

れ
る
。国
府
厨
印
が
古
代
の

多
賀
城
と
繋
が
り
が
あ
る
こ

と
を
知
る
人
々
は
、歴
史
資

料
館
や
神
社
、
カ
フ
ェ
を
巡

る
ル
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、過
去
の
本
町
か

ら
の
多
賀
城
市
へ
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
、観
光
案
内
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
国
府

厨
印
の
歴
史
的
繋
が
り
を
説

明
に
加
え
る
よ
う
打
診
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、松
島

か
ら
多
賀
城
間
の
観
光
ル
ー

ト
の
一
部
と
し
て
交
流
人
口

の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
思

う
が
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
今
後
、多
賀
城
市
と
も

事
業
を
含
め
、連
携
し
た
形

で
観
光
を
進
め
て
い
く
。

　
　
今
年
の
春
か
ら
多
賀
城

　
　
市
で
は
南
門
が
一
般
に

解
放
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

観
光
バ
ス
を
呼
び
込
み
周
辺

を
巡
る
計
画
が
進
行
中
で
あ

る
。県
で
政
庁
を
復
元
・
再

現
す
る
案
が
出
て
い
る
と
の

情
報
も
得
た
。松
島
か
ら
多

賀
城
間
の
観
光
ル
ー
ト
を
構

築
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

何
も
し
な
け
れ
ば
七
ヶ
浜
町

は
素
通
り
さ
れ
、塩
釡
や
松

島
の
み
の
交
流
人
口
と
な
る

恐
れ
が
あ
る
。観
光
客
が
近

く
ま
で
来
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、隣
接
地
域
が
集
客
に

成
功
し
て
い
る
中
で
、本
町

も
知
恵
を
使
い
人
を
呼
び
込

む
流
れ
を
創
る
必
要
が
あ
る
。

早
急
に
行
動
す
る
こ
と
で
人

の
流
れ
を
生
み
出
す
と
考
え

る
が
。

　
　
町
長
　
町
と
し
て
多
賀

　
　
城
と
連
携
し
、集
客
を

図
る
考
え
を
示
し
た
い
。多

賀
城
の
碑
も
長
年
に
わ
た
り

偽
物
と
さ
れ
て
い
た
が
、最

い
る
。
課
題
は
、
多
く
の
集

客
が
あ
る
菖
蒲
田
浜
の
海
岸

エ
リ
ア
で
は
、
移
転
元
地
の

維
持
管
理
や
現
在
利
用
し
て

い
な
い
町
有
地
の
活
用
で
あ

る
。ま
ず
は
逍
遥
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
な
ど
を
進
め
な
が

ら
、周
辺
の
人
の
流
れ
や
海

岸
部
に
相
応
し
い
土
地
利
用

を
検
討
し
、民
間
事
業
者
等

の
参
入
も
含
め
て
、時
間
が

か
か
っ
て
も
景
観
等
に
配
慮

し
た
土
地
利
用
の
促
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
観
光
政
策
の
強
化
を
図

　
　
る
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
な
ど
を
活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
今
後
、必
要
に
応
じ
て

　
　
専
門
的
知
見
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ

れ
ば
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
　
埼
玉
県
八
潮
市
に
お
い

　
　
て
道
路
の
陥
没
事
故
が

発
生
し
、そ
の
原
因
と
し
て

下
水
道
の
老
朽
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
事

故
は
住
民
の
安
全
に
直
結
す

る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、本

町
に
お
い
て
も
同
様
の
リ
ス

ク
が
な
い
か
、早
急
な
確
認

と
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。本

町
の
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
現

状
お
よ
び
対
策
は
。

　
　
町
長
　
町
内
に
は
下
水

　
　
道
管
路
延
長
11
万
５
６

３
５
㍍
整
備
し
て
い
る
。法

定
耐
用
年
数
が
50
年
を
超
え

た
老
朽
管
は
、県
道
歩
道
部

分
の
２
６
５
㍍
で
老
朽
化
率

は
０
・
２
%
で
あ
る
。汚
水

管
渠
の
腐
食
や
ク
ラ
ッ
ク
等

の
破
損
の
著
し
い
箇
所
は
、

主
に
内
面
更
生
に
よ
り
改
良

工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
定
期
点
検
と
維
持
管
理

　
　
の
体
制
は
。

　
　
下
水
道
長
寿
命
化
計
画

　
　
や
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、計
画

的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

調
査
方
法
は
、テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
調
査
等
を
業
務
委
託
に
て

対
応
し
て
い
る
。ま
た
、
日

常
的
な
点
検
と
管
理
は
職
員

と
委
託
業
者
で
管
渠
な
ど
の

点
検
管
理
に
よ
り
、大
規
模

な
工
事
に
至
ら
な
い
よ
う
早

期
発
見
と
対
策
を
行
い
、下

水
道
を
使
用
す
る
町
民
が
衛

生
的
に
生
活
で
き
る
よ
う
行

っ
て
い
る
。

終
的
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
。こ
れ
を
踏
ま

え
、
国
府
厨
印
を
活
用
し
、

ま
ず
は
県
指
定
を
目
指
し
、

さ
ら
に
国
宝
級
の
も
の
と
し

て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
多
賀
城
市
と

タ
ッ
グ
を
組
み
な
が
ら
集
客

を
進
め
る
意
向
で
あ
る
。

　
　
七
ヶ
浜
の
文
化
財
で
あ

　
　
る
国
府
厨
印
を
、県
文

化
財
や
国
の
文
化
財
に
申
請

す
る
考
え
は
。　

　
　
教
育
長
　
昭
和
46
年
に

　
　
町
指
定
文
化
財
の
第
１

号
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。所

有
者
は
鼻
節
神
社
で
あ
り
、

町
資
料
館
で
保
管
活
用
さ
れ

て
い
る
。国
や
県
の
文
化
財

に
国
府
厨
印
を
認
め
る
意
義

を
十
分
に
勉
強
し
対
応
す
る

考
え
で
あ
る
。

し
ょ
う
よ
う

な
り
わ
い

か
ん
ぼ
つ

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

佐　藤　信　輝
さ と う の ぶ て る

七ヶ浜の魅力をもっと身近に！

日本唯一の貴重な印
（写真提供：七ヶ浜町歴史資料館）

か
み

ま
つ
え
い

町の考えを聞く 一 般 質 問
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委
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特別障害者手当の周知を
周知方法の検討を進めていく町長

平等な受験機会の確保は
制度の周知を徹底する教育長

要
請
に
応
じ
て
調
査
す
る

町
長
漁
港
の
計
画
的
海
底
調
査
を

検
定
補
助
事
業
の
拡
充
は

考
え
て
い
な
い

教
育
長

議
案
審
議

議
会
報
告

懇

談

会

予

算

審

査

特
別
委
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会

補
正
予
算

１
月
第
2
回
会
議

１
月
第
2
回
会
議
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般
質
問

一
般
質
問

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

答 問問答

答問

答

問

問答

問答問答

問答

問答問答

問答問答

問答問答

問答

問答

計画的な調査で安全に（菖蒲田浜漁港）

問

答問答

問答問答

　
　
特
別
障
害
者
手
当
は
、

　
　
精
神
ま
た
は
身
体
に
著

し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
特

別
障
害
者
に
対
し
、月
額
２

万
８
８
０
０
円
が
支
給
さ
れ

る
国
の
制
度
で
あ
る
。申
請

窓
口
は
各
市
町
村
と
な
っ
て

い
る
。

　
要
介
護
認
定
者
で
主
に
受

給
で
き
る
介
護
度
と
そ
の
人

数
は
。

　
　
町
長
　
要
介
護
４
以
上

　
　
で
受
給
人
数
は
20
人
で

あ
る
。

　
　
要
介
護
認
定
者
で
、特

　
　
別
障
害
者
手
当
の
申
請

件
数
と
受
給
者
は
。

　
　
過
去
５
年
間
の
介
護
度

　
　
４
以
上
の
申
請
は
22
件

で
あ
り
、受
給
者
は
20
人
で

あ
る
。

　
　
町
の
要
介
護
４
以
上
は

　
　
２
３
０
名
ほ
ど
い
る
。

そ
の
１
割
程
度
の
申
請
で
受

給
者
は
20
人
。９
割
の
方
は

知
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
身
体

　
　
障
害
者
等
各
種
手
帳
を

交
付
者
に
各
種
制
度
の
一
覧

を
説
明
し
て
い
る
。

　
　
介
護
対
象
者
へ
の
特
別

　
　
障
害
者
手
当
の
周
知
と

方
法
は
。

　
　
町
長
　
窓
口
や
電
話
等

　
　
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
場
合
に
健
康
福
祉
課
へ
繋

ぎ
対
応
し
て
い
る
。

　
　
車
い
す
利
用
や
日
常
生

　
　
活
動
作
の
評
価
か
ら
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
、該
当
す
る
方

が
介
護
保
険
利
用
者
の
中
に

多
く
い
る
が
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
周
知

　
　
が
足
り
な
か
っ
た
。

　
　
対
象
と
な
る
全
て
の
人

　
　
に
周
知
す
る
た
め
の
政

策
や
施
策
を
設
け
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
健
康
福
祉
課
と

　
　
連
携
し
、周
知
の
方
法

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
対
象
者
の
１
割
の
利
用

　
　
状
況
を
踏
ま
え
、再
度

周
知
す
る
考
え
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
最
も

　
　
介
護
利
用
者
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
対
象
に
、
３
月
の

会
議
で
早
速
制
度
の
説
明
を

す
る
。

　
　
６
年
度
の
公
立
入
試
か

　
　
ら
、追
試
対
象
の
や
む

を
得
な
い
事
由
に「
生
理
に

よ
る
体
調
不
良
」も
含
ま
れ

た
が
、制
度
の
周
知
や
利
用

が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。現
時
点
で
の
周
知
方

法
は
。

　
　
教
育
長
　
両
中
学
校
で

　
　
受
験
生
と
保
護
者
に
向

け
て
資
料
を
メ
ー
ル
等
で
周

知
し
て
い
る
。ま
た
生
徒
に

も
直
接
指
導
し
て
い
る
。

　
　
周
囲
の
保
護
者
に
確
認

　
　
し
た
が
、こ
の
制
度
の

内
容
を
学
校
か
ら
の
情
報
で

知
っ
た
人
が
い
な
か
っ
た
。

こ
の
事
実
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　
　
事
実
と
し
て
伝
わ
っ
て

　
　
い
な
い
生
徒
や
保
護
者

が
い
た
と
い
う
こ
と
を
今
こ

こ
で
認
識
し
た
。
従
っ
て
、

こ
の
制
度
の
啓
発
と
指
導
だ

け
で
な
く
、本
当
に
受
験
生

が
内
容
を
理
解
し
た
の
か
、

確
認
ま
で
含
め
て
、中
学
校

に
求
め
て
い
く
。

　
　
入
試
に
限
っ
た
こ
と
で

　
　
は
な
い
が
、定
期
テ
ス

ト
や
プ
ー
ル
の
授
業
な
ど
、

評
定
が
下
が
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
の
懸
念
か
ら

言
い
出
し
に
く
い
と
の
声
も

多
い
。
現
状
で
は
、
女
子
生

徒
が
不
利
に
な
り
か
ね
な
い

環
境
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

      

こ
こ
ま
で
の
確
認
不
足

　
　
は
お
詫
び
す
る
他
な
い

が
、町
内
各
５
校
の
校
長
に

は
、生
理
の
あ
る
女
子
児
童

や
女
子
生
徒
に
学
習
上
の
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
絶
対
与

え
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
き

た
い
。

　
　
本
件
で
は
、本
町
在
住  

　
　
の
女
子
大
学
生
が
周
知

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
多
数

の
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
た
。彼
女
が
町
内
の
中

学
校
に
協
力
を
要
請
し
た
と

こ
ろ
、
断
ら
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。生
徒
だ
け
で
な
く
、

大
学
生
に
と
っ
て
も
絶
好
の

学
び
の
場
と
な
っ
た
と
考
え

る
が
、断
っ
た
理
由
は
。  

      

女
子
学
生
の
活
動
は
メ

　
　
デ
ィ
ア
等
を
通
し
て
認

識
し
て
い
る
。ま
さ
に
本
町

が
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
の
高
い
人
材
が
育
っ

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。

両
校
長
も
受
け
る
べ
き
も
の

と
認
識
し
て
い
た
が
、校
長

ま
で
話
が
上
が
っ
て
い
な

か
っ
た
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

調
査
し
た
上
で
、該
当
の
中

学
校
に
は
厳
し
く
指
導
す
る
。 

　
　

　
　
小
学
校
で
は
、
英
語
検

　
　
定
の
実
施
が
１
月
の
１

回
の
み
と
な
っ
て
い
る
。学
校

側
の
事
情
は
理
解
す
る
が
、

中
学
受
験
を
検
討
し
て
い
る

児
童
に
と
っ
て
は
、利
用
し
に

く
い
の
で
は
。

　
　
教
育
長
　
今
後
、校
長

　
　
会
を
通
し
て
検
討
す
る
。

　
　
受
験
料
を
補
助
す
る
だ

　
　
け
で
な
く
、受
験
す
る

生
徒
に
対
策
講
座
を
行
う
な

ど
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
必
要
だ

と
考
え
る
が
、実
施
し
て
い

る
取
り
組
み
は
。

　
　
英
語
を
通
し
て
自
分
の

　
　
頭
で
考
え
、自
分
の
言

葉
で
意
見
や
考
え
を
伝
え
る

こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、英

語
科
に
特
化
し
た
も
の
で
は

な
い
。従
っ
て
、特
別
な
対
策

講
座
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
　
震
災
以
降
、町
管
轄
の

　
　
松
ヶ
浜
漁
港
や
菖
蒲
田

浜
漁
港
の
深
浅
測
量
お
よ
び

浚
渫
工
事
の
時
期
や
内
容
と

結
果
は
。

　
　
町
長
　
震
災
以
降
、平

　
　
成
23
年
８
月
か
ら
同
年

11
月
ま
で
の
間
に
、当
時
確

認
さ
れ
た
浮
遊
物
や
が
れ
き

堆
積
物
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
、

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
撤
去
を
応

急
復
旧
工
事
と
し
て
実
施
し

た
。潜
水
士
に
よ
り
潜
水
調

査
を
し
、グ
ラ
ブ
浚
渫
船
に

よ
り
陸
揚
げ
を
行
い
、廃
棄

処
理
を
実
施
し
た
。そ
の
後
、

両
港
と
も
に
計
画
水
深
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

　
　
５
年
度
以
降
、が
れ
き

　
　
等
の
撤
去
に
関
す
る
要

望
は
。

　
　
要
望
は
な
い
が
、漁
港

　
　
内
の
支
障
物
に
関
し
て
、

菖
蒲
田
浜
漁
港
を
利
用
す
る

漁
業
者
か
ら
２
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。

　
　
相
談
内
容
や
撤
去
費
用

　
　
な
ど
は
。

　
　
１
件
目
は
５
年
８
月
に
、

　
　
船
の
係
留
ロ
ー
プ
が
何

か
で
切
れ
る
と
の
相
談
が

あ
っ
た
。潜
水
調
査
し
た
結

果
、
５
つ
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

が
確
認
さ
れ
、
６
年
８
月
に

撤
去
し
た
。事
業
費
は
潜
水

調
査
費
、撤
去
処
分
費
合
わ

せ
て
５
２
４
万
３
７
０
０
円
。

　
２
件
目
は
、
７
年
１
月
、

漁
港
内
航
行
中
、船
底
に
何

か
が
ぶ
つ
か
っ
た
と
の
相
談

が
あ
っ
た
。後
日
、箱
眼
鏡
で

調
査
し
た
。
１
件
目
と
同
様

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
が
複
数
確
認

さ
れ
た
。
今
後
潜
水
調
査
を

行
う
予
定
で
、
現
在
、県
漁

協
七
ヶ
浜
支
所
お
よ
び
漁
業

者
と
撤
去
工
事
の
時
期
を
調

整
し
て
い
る
。

　
　
調
査
お
よ
び
撤
去
費
用

　
　
を
計
画
的
に
予
算
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
潜
水
調
査
費
用
と
し
て

　
　
７
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
る
。

　
　
定
期
的
に
調
査
す
る
考

　
　
え
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
ま
ず
は
、相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
エ
リ
ア
を
潜
水
士
に

よ
る
調
査
で
進
め
る
。こ
の

こ
と
は
地
元
の
漁
業
者
の
理

解
と
協
力
を
得
て
い
る
。

　
　
公
金
を
使
っ
た
事
業
で

　
　
あ
る
以
上
、合
格
率
の

よ
う
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る

側
面
も
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
合
格
率
に
着
目
す
る
と
、

　
　
教
員
の
児
童
に
向
か
う

姿
勢
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
英
語
が
大
好
き

な
小
学
生
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
与
え
る
懸
念
が
あ
る
。

　
　
世
界
に
通
用
す
る
人
材

　
　
を
育
む
た
め
の
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上

を
目
指
す
の
が
目
的
で
始
ま

っ
た
事
業
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
補
助
対
象
を

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

な
ど
他
の
検
定
ま
で
拡
充
す

る
考
え
は
。

　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
い

　
　
う
言
葉
の
定
義
が
難
し

い
。英
語
に
特
化
し
た
事
業

で
は
な
い
の
で
、今
後
も
検

討
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
ゅ
ん
せ
つ

鈴　木　惠　子
す ず き け い こ 　

鈴　木　　　篤
す ず き 　あつし

誰もが平等に受験できる環境を

町の考えを聞く 一 般 質 問

⑲ しちがはま議会だより　第163号   しちがはま議会だより　第163号 ⑱
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質
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特
　
　
集
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案
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会

一
般
質
問

特
　
　
集

予

算
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特
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委
員
会

補
正
予
算



特別障害者手当の周知を
周知方法の検討を進めていく町長

平等な受験機会の確保は
制度の周知を徹底する教育長

要
請
に
応
じ
て
調
査
す
る

町
長
漁
港
の
計
画
的
海
底
調
査
を

検
定
補
助
事
業
の
拡
充
は

考
え
て
い
な
い

教
育
長

議
案
審
議

議
会
報
告

懇

談

会

予

算

審

査

特
別
委
員
会

補
正
予
算
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議

１
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

一
般
質
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委
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会
リ
ポ
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ト

委
員
会
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ポ
ー
ト

答 問問答

答問

答

問

問答

問答問答

問答

問答問答

問答問答

問答問答

問答

問答

計画的な調査で安全に（菖蒲田浜漁港）

問

答問答

問答問答

　
　
特
別
障
害
者
手
当
は
、

　
　
精
神
ま
た
は
身
体
に
著

し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
特

別
障
害
者
に
対
し
、月
額
２

万
８
８
０
０
円
が
支
給
さ
れ

る
国
の
制
度
で
あ
る
。申
請

窓
口
は
各
市
町
村
と
な
っ
て

い
る
。

　
要
介
護
認
定
者
で
主
に
受

給
で
き
る
介
護
度
と
そ
の
人

数
は
。

　
　
町
長
　
要
介
護
４
以
上

　
　
で
受
給
人
数
は
20
人
で

あ
る
。

　
　
要
介
護
認
定
者
で
、特

　
　
別
障
害
者
手
当
の
申
請

件
数
と
受
給
者
は
。

　
　
過
去
５
年
間
の
介
護
度

　
　
４
以
上
の
申
請
は
22
件

で
あ
り
、受
給
者
は
20
人
で

あ
る
。

　
　
町
の
要
介
護
４
以
上
は

　
　
２
３
０
名
ほ
ど
い
る
。

そ
の
１
割
程
度
の
申
請
で
受

給
者
は
20
人
。９
割
の
方
は

知
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
身
体

　
　
障
害
者
等
各
種
手
帳
を

交
付
者
に
各
種
制
度
の
一
覧

を
説
明
し
て
い
る
。

　
　
介
護
対
象
者
へ
の
特
別

　
　
障
害
者
手
当
の
周
知
と

方
法
は
。

　
　
町
長
　
窓
口
や
電
話
等

　
　
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
場
合
に
健
康
福
祉
課
へ
繋

ぎ
対
応
し
て
い
る
。

　
　
車
い
す
利
用
や
日
常
生

　
　
活
動
作
の
評
価
か
ら
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
、該
当
す
る
方

が
介
護
保
険
利
用
者
の
中
に

多
く
い
る
が
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
周
知

　
　
が
足
り
な
か
っ
た
。

　
　
対
象
と
な
る
全
て
の
人

　
　
に
周
知
す
る
た
め
の
政

策
や
施
策
を
設
け
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
健
康
福
祉
課
と

　
　
連
携
し
、周
知
の
方
法

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
対
象
者
の
１
割
の
利
用

　
　
状
況
を
踏
ま
え
、再
度

周
知
す
る
考
え
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
最
も

　
　
介
護
利
用
者
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
対
象
に
、
３
月
の

会
議
で
早
速
制
度
の
説
明
を

す
る
。

　
　
６
年
度
の
公
立
入
試
か

　
　
ら
、追
試
対
象
の
や
む

を
得
な
い
事
由
に「
生
理
に

よ
る
体
調
不
良
」も
含
ま
れ

た
が
、制
度
の
周
知
や
利
用

が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。現
時
点
で
の
周
知
方

法
は
。

　
　
教
育
長
　
両
中
学
校
で

　
　
受
験
生
と
保
護
者
に
向

け
て
資
料
を
メ
ー
ル
等
で
周

知
し
て
い
る
。ま
た
生
徒
に

も
直
接
指
導
し
て
い
る
。

　
　
周
囲
の
保
護
者
に
確
認

　
　
し
た
が
、こ
の
制
度
の

内
容
を
学
校
か
ら
の
情
報
で

知
っ
た
人
が
い
な
か
っ
た
。

こ
の
事
実
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　
　
事
実
と
し
て
伝
わ
っ
て

　
　
い
な
い
生
徒
や
保
護
者

が
い
た
と
い
う
こ
と
を
今
こ

こ
で
認
識
し
た
。
従
っ
て
、

こ
の
制
度
の
啓
発
と
指
導
だ

け
で
な
く
、本
当
に
受
験
生

が
内
容
を
理
解
し
た
の
か
、

確
認
ま
で
含
め
て
、中
学
校

に
求
め
て
い
く
。

　
　
入
試
に
限
っ
た
こ
と
で

　
　
は
な
い
が
、定
期
テ
ス

ト
や
プ
ー
ル
の
授
業
な
ど
、

評
定
が
下
が
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
の
懸
念
か
ら

言
い
出
し
に
く
い
と
の
声
も

多
い
。
現
状
で
は
、
女
子
生

徒
が
不
利
に
な
り
か
ね
な
い

環
境
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

      

こ
こ
ま
で
の
確
認
不
足

　
　
は
お
詫
び
す
る
他
な
い

が
、町
内
各
５
校
の
校
長
に

は
、生
理
の
あ
る
女
子
児
童

や
女
子
生
徒
に
学
習
上
の
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
絶
対
与

え
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
き

た
い
。

　
　
本
件
で
は
、本
町
在
住  

　
　
の
女
子
大
学
生
が
周
知

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
多
数

の
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
た
。彼
女
が
町
内
の
中

学
校
に
協
力
を
要
請
し
た
と

こ
ろ
、
断
ら
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。生
徒
だ
け
で
な
く
、

大
学
生
に
と
っ
て
も
絶
好
の

学
び
の
場
と
な
っ
た
と
考
え

る
が
、断
っ
た
理
由
は
。  

      

女
子
学
生
の
活
動
は
メ

　
　
デ
ィ
ア
等
を
通
し
て
認

識
し
て
い
る
。ま
さ
に
本
町

が
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
の
高
い
人
材
が
育
っ

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。

両
校
長
も
受
け
る
べ
き
も
の

と
認
識
し
て
い
た
が
、校
長

ま
で
話
が
上
が
っ
て
い
な

か
っ
た
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

調
査
し
た
上
で
、該
当
の
中

学
校
に
は
厳
し
く
指
導
す
る
。 

　
　

　
　
小
学
校
で
は
、
英
語
検

　
　
定
の
実
施
が
１
月
の
１

回
の
み
と
な
っ
て
い
る
。学
校

側
の
事
情
は
理
解
す
る
が
、

中
学
受
験
を
検
討
し
て
い
る

児
童
に
と
っ
て
は
、利
用
し
に

く
い
の
で
は
。

　
　
教
育
長
　
今
後
、校
長

　
　
会
を
通
し
て
検
討
す
る
。

　
　
受
験
料
を
補
助
す
る
だ

　
　
け
で
な
く
、受
験
す
る

生
徒
に
対
策
講
座
を
行
う
な

ど
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
必
要
だ

と
考
え
る
が
、実
施
し
て
い

る
取
り
組
み
は
。

　
　
英
語
を
通
し
て
自
分
の

　
　
頭
で
考
え
、自
分
の
言

葉
で
意
見
や
考
え
を
伝
え
る

こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、英

語
科
に
特
化
し
た
も
の
で
は

な
い
。従
っ
て
、特
別
な
対
策

講
座
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
　
震
災
以
降
、町
管
轄
の

　
　
松
ヶ
浜
漁
港
や
菖
蒲
田

浜
漁
港
の
深
浅
測
量
お
よ
び

浚
渫
工
事
の
時
期
や
内
容
と

結
果
は
。

　
　
町
長
　
震
災
以
降
、平

　
　
成
23
年
８
月
か
ら
同
年

11
月
ま
で
の
間
に
、当
時
確

認
さ
れ
た
浮
遊
物
や
が
れ
き

堆
積
物
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
、

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
撤
去
を
応

急
復
旧
工
事
と
し
て
実
施
し

た
。潜
水
士
に
よ
り
潜
水
調

査
を
し
、グ
ラ
ブ
浚
渫
船
に

よ
り
陸
揚
げ
を
行
い
、廃
棄

処
理
を
実
施
し
た
。そ
の
後
、

両
港
と
も
に
計
画
水
深
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

　
　
５
年
度
以
降
、が
れ
き

　
　
等
の
撤
去
に
関
す
る
要

望
は
。

　
　
要
望
は
な
い
が
、漁
港

　
　
内
の
支
障
物
に
関
し
て
、

菖
蒲
田
浜
漁
港
を
利
用
す
る

漁
業
者
か
ら
２
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。

　
　
相
談
内
容
や
撤
去
費
用

　
　
な
ど
は
。

　
　
１
件
目
は
５
年
８
月
に
、

　
　
船
の
係
留
ロ
ー
プ
が
何

か
で
切
れ
る
と
の
相
談
が

あ
っ
た
。潜
水
調
査
し
た
結

果
、
５
つ
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

が
確
認
さ
れ
、
６
年
８
月
に

撤
去
し
た
。事
業
費
は
潜
水

調
査
費
、撤
去
処
分
費
合
わ

せ
て
５
２
４
万
３
７
０
０
円
。

　
２
件
目
は
、
７
年
１
月
、

漁
港
内
航
行
中
、船
底
に
何

か
が
ぶ
つ
か
っ
た
と
の
相
談

が
あ
っ
た
。後
日
、箱
眼
鏡
で

調
査
し
た
。
１
件
目
と
同
様

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
が
複
数
確
認

さ
れ
た
。
今
後
潜
水
調
査
を

行
う
予
定
で
、
現
在
、県
漁

協
七
ヶ
浜
支
所
お
よ
び
漁
業

者
と
撤
去
工
事
の
時
期
を
調

整
し
て
い
る
。

　
　
調
査
お
よ
び
撤
去
費
用

　
　
を
計
画
的
に
予
算
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
潜
水
調
査
費
用
と
し
て

　
　
７
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
る
。

　
　
定
期
的
に
調
査
す
る
考

　
　
え
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
ま
ず
は
、相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
エ
リ
ア
を
潜
水
士
に

よ
る
調
査
で
進
め
る
。こ
の

こ
と
は
地
元
の
漁
業
者
の
理

解
と
協
力
を
得
て
い
る
。

　
　
公
金
を
使
っ
た
事
業
で

　
　
あ
る
以
上
、合
格
率
の

よ
う
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る

側
面
も
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
合
格
率
に
着
目
す
る
と
、

　
　
教
員
の
児
童
に
向
か
う

姿
勢
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
英
語
が
大
好
き

な
小
学
生
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
与
え
る
懸
念
が
あ
る
。

　
　
世
界
に
通
用
す
る
人
材

　
　
を
育
む
た
め
の
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上

を
目
指
す
の
が
目
的
で
始
ま

っ
た
事
業
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
補
助
対
象
を

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

な
ど
他
の
検
定
ま
で
拡
充
す

る
考
え
は
。

　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
い

　
　
う
言
葉
の
定
義
が
難
し

い
。英
語
に
特
化
し
た
事
業

で
は
な
い
の
で
、今
後
も
検

討
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
ゅ
ん
せ
つ

鈴　木　惠　子
す ず き け い こ 　

鈴　木　　　篤
す ず き 　あつし

誰もが平等に受験できる環境を

町の考えを聞く 一 般 質 問

⑲ しちがはま議会だより　第163号   しちがはま議会だより　第163号 ⑱

一
般
質
問

特
　
　
集

議
案
審
議

議
会
報
告

懇

談

会

一
般
質
問

特
　
　
集

予

算

審

査

特
別
委
員
会

補
正
予
算



　発表してくれた児童の皆さん、４グルー
プの発表を立派に聞いていた児童の皆さん、
そして、このような機会を作ってくださっ
た校長先生はじめ、教職員の皆さん、本当
にありがとうございました。
　子ども議会開催に向け今回の見学を活か
し、児童生徒の皆さんが発表しやすい環境
作り、そして、各学校との連携を更に進め、
チーム一丸となって準備をしていきます。

発表会を振り返って

　開催予定日は 7月 29日（火）です！
　午前中は、小学生の皆さん、そして午後
は中学生の皆さんに、日頃疑問に思ってい
ることや希望、意見、七ヶ浜のまちづくり
に関して考えていることを子ども議員とし
て議場で発表してもらう取り組みです。詳
細は各学校で説明させていただきます。皆
さんの参加をお待ちしています。
　また、傍聴席も準備しておりますので、
町民の皆さんの傍聴もお待ちしています。

開催予定日決定！

　汐見小学校６年生の４グループが発表して
くれました。
① 学力アップ計画
② 七ヶ浜に高校を作ろう
③ 七ヶ浜の人口増加～笑顔あふれる豊かな町～
④ ～海をキレイに七ヶ浜～
   　　　　　　　clean the sea at 七ヶ浜
　４グループとも本当に素晴らしかったで
す！タブレットで資料を作成し、プロジェク
ターを使っての発表でした。大人が気付かな
い点を簡潔にまとめ、大きな声ではっきりと
発表してくれました。児童がどのように、
七ヶ浜町をより良い町にしたいのか聞くこと
ができ、本当に良かったです。

　小学校３校、中学校２校の校長先生方へ、実施要領（案）を説明
させていただきました。「一番の目的は主権者教育です。子どもが声
をあげられる環境作りや、子どもの意見を地域に反映させる環境づ
くり、防災・減災教育へつなげ、さらに町への誇りの気付きにつな
げることが目的です。 また、子どもたちの自由な意見・提言を聞き、
今後のまちづくりの参考にし、提言書を作成し町に提出したいと考
えています。」とお話させていただきました。

１月２３日 (木 )　汐見小学校６年生
「わたしたちの考える七ヶ浜」発表会見学

１月１７日 (金 )　校長会への出席

　以前、町でも「ふるさと子どもゆめ議会」が行われていました。今回は、七ヶ浜町議会主催の
子ども議会を開催いたします！ 今号では、開催に向けて行った事業を掲載いたします。

―議会活性化検討特別委員会―リ

児童センターの整備は
既存の公共施設で対応する町長

学
校
施
設

　再
編
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
は

研
修
会
を
実
施
し
た

町
長

議
案
審
議

議
会
報
告

懇

談

会

予

算

審

査

特
別
委
員
会

補
正
予
算

問答

問答

問答

答

問答

問

答

問答

問答 問

　
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
や

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
や

再
編
を
検
討
し
て
い
る
今
、

０
歳
か
ら
18
歳
の
全
て
の
児

童
が
利
用
で
き
る
児
童
セ
ン

タ
ー
も
し
く
は
児
童
館
の
整

備
も
視
野
に
入
れ
、再
編
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長
　
健
康
づ
く
り
等
、

　
　
子
育
て
支
援
の
新
た
な

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を
予

定
し
て
い
る（
仮
称
）保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
、既
存
の
母

子
健
康
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し
、

各
種
健
診
機
能
や
相
談
事
業

の
充
実
と
、未
就
学
児
を
対

象
と
し
た
子
育
て
支
援
の
充

実
を
目
的
と
し
、基
本
構
想

お
よ
び
基
本
設
計
を
進
め
る
。

　
　
児
童
セ
ン
タ
ー
や
児
童

　
　
館
の
整
備
は
。

　
　
新
た
に
設
置
す
る
考
え

　
　
は
な
い
。ま
ず
は
子
ど

も
た
ち
が
自
由
に
利
用
で
き

る
場
所
と
し
て
、既
存
の
公

共
施
設
や
地
域
活
動
の
利
用

促
進
、そ
し
て
保
育
や
学
童

保
育
の
充
実
に
も
引
き
続
き

留
意
し
、対
応
し
て
い
く
。

　
　
既
存
の
施
設
に
子
ど
も

　
　
や
若
者
専
用
の
も
の
は

な
い
。以
前
あ
っ
た
青
少
年

ホ
ー
ム
の
よ
う
に
若
者
が
使

え
る
場
所
の
整
備
は
。

　
　
副
町
長
　
生
涯
学
習
セ

　
　
ン
タ
ー
内
の
部
屋
割
り

を
今
の
時
代
に
合
っ
た
部
屋

割
り
に
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
く
。

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　「
浜
風
」に
関
し
て
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
部
屋

　
　
割
り
に
関
し
て
浜
風
が

含
ま
れ
る
の
か
、公
民
館
の

部
屋
を
う
ま
く
使
う
の
か
、

早
急
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
議
会
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
ク
ト
チ
ー
ム
で
汐
見
小

学
校
６
年
生
の「
わ
た
し
た

ち
の
考
え
る
七
ヶ
浜
」の
発

表
を
見
学
し
た
際
に
、生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
は
汐
見
小
学

校
区
か
ら
遠
い
の
で
、学
区

内
に
勉
強
し
た
り
で
き
る
場

所
を
作
れ
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。子
ど
も
の
居
場

所
と
し
て
避
難
所
等
を
開
放

す
る
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
７
年
度
、子
ど
も
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、子

ど
も
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
実
施
す
る
の
で
、子

ど
も
た
ち
が
ど
う
い
っ
た
場

所
で
過
ご
し
た
い
か
も
含
め

て
、意
見
を
聞
き
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
５
年
９
月
会
議
の

　
　
学
校
施
設
再
編
ビ
ジ
ョ

ン
に
関
し
て
の
一
般
質
問
へ

の
答
弁
は
、「
６
年
度
に
検

討
委
員
会
設
置
を
目
指
し
、

今
後
、委
員
の
選
出
方
法
等

の
検
討
を
進
め
て
い
く
」で

あ
っ
た
が
進
捗
状
況
は
。

　
　
町
長
　
そ
の
様
に
回
答

　
　
し
た
が
、進
め
て
い
く

う
ち
に
、学
校
再
編
は
長
期

的
な
取
り
組
み
に
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
た
。検
討
す
べ

き
事
項
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、教
育
総
務
課
を
中
心
に

役
場
内
で
取
り
組
み
に
係
る

準
備
作
業
と
し
て
、課
題
と

な
る
論
点
の
整
理
や
研
修
会

を
行
う
な
ど
進
め
て
き
た
。

取
り
組
み
内
容

①
　
現
在
の
各
学
校
施
設
の

状
況

②
　
児
童
生
徒
数
の
将
来
推

計
と
学
級
編
制
法
に
基
づ
く

学
級
数
の
年
次
推
移
予
測

③
　
急
速
に
進
む
学
校
再
編

等
に
係
る
全
国
の
共
通
課
題

と
そ
の
解
決
事
例
調
査

④
　
現
行
の
公
立
学
校
の
種

別
の
長
所
と
短
所

⑤
　
２
０
３
０
年
以
降
に
計

画
さ
れ
て
い
る
学
習
指
導
要

領
に
関
し
て

　
　
６
年
度
は
、学
校
再
編

　
　
検
討
委
員
会
講
師
謝
金

10
万
円
の
み
計
上
さ
れ
て
い

る
が
内
容
は
。

　
　
東
北
大
学
大
学
院
教
育

　
　
学
研
究
科
か
ら
講
師
を

招
き
、
２
０
３
０
年
以
降
の

教
育
ニ
ー
ズ
や
学
校
像
に
関

し
て
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
　
検
討
委
員
会
の
設
置
時

　
　
期
も
含
め
、学
校
再
編

に
向
け
て
町
長
の
考
え
は
。

　
　
情
報
を
集
め
る
中
で
検

　
　
討
委
員
会
の
設
置
は
、

よ
り
慎
重
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。６
年
度
の

活
動
を
糧
に
も
っ
と
広
く
、

先
行
自
治
体
で
の
取
り
組
み

な
ど
、さ
ら
に
情
報
収
集
と

課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

佐　藤　直　美
さ と う な お み

中高生世代も応援しましょう！

利府町中央児童センター
ぺあくる

町の考えを聞く 一 般 質 問

※その他にもこんな質問をしました。
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　発表してくれた児童の皆さん、４グルー
プの発表を立派に聞いていた児童の皆さん、
そして、このような機会を作ってくださっ
た校長先生はじめ、教職員の皆さん、本当
にありがとうございました。
　子ども議会開催に向け今回の見学を活か
し、児童生徒の皆さんが発表しやすい環境
作り、そして、各学校との連携を更に進め、
チーム一丸となって準備をしていきます。

発表会を振り返って

　開催予定日は 7月 29日（火）です！
　午前中は、小学生の皆さん、そして午後
は中学生の皆さんに、日頃疑問に思ってい
ることや希望、意見、七ヶ浜のまちづくり
に関して考えていることを子ども議員とし
て議場で発表してもらう取り組みです。詳
細は各学校で説明させていただきます。皆
さんの参加をお待ちしています。
　また、傍聴席も準備しておりますので、
町民の皆さんの傍聴もお待ちしています。

開催予定日決定！

　汐見小学校６年生の４グループが発表して
くれました。
① 学力アップ計画
② 七ヶ浜に高校を作ろう
③ 七ヶ浜の人口増加～笑顔あふれる豊かな町～
④ ～海をキレイに七ヶ浜～
   　　　　　　　clean the sea at 七ヶ浜
　４グループとも本当に素晴らしかったで
す！タブレットで資料を作成し、プロジェク
ターを使っての発表でした。大人が気付かな
い点を簡潔にまとめ、大きな声ではっきりと
発表してくれました。児童がどのように、
七ヶ浜町をより良い町にしたいのか聞くこと
ができ、本当に良かったです。

　小学校３校、中学校２校の校長先生方へ、実施要領（案）を説明
させていただきました。「一番の目的は主権者教育です。子どもが声
をあげられる環境作りや、子どもの意見を地域に反映させる環境づ
くり、防災・減災教育へつなげ、さらに町への誇りの気付きにつな
げることが目的です。 また、子どもたちの自由な意見・提言を聞き、
今後のまちづくりの参考にし、提言書を作成し町に提出したいと考
えています。」とお話させていただきました。

１月２３日 (木 )　汐見小学校６年生
「わたしたちの考える七ヶ浜」発表会見学

１月１７日 (金 )　校長会への出席

　以前、町でも「ふるさと子どもゆめ議会」が行われていました。今回は、七ヶ浜町議会主催の
子ども議会を開催いたします！ 今号では、開催に向けて行った事業を掲載いたします。

―議会活性化検討特別委員会―リ

児童センターの整備は
既存の公共施設で対応する町長

学
校
施
設

　再
編
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
は

研
修
会
を
実
施
し
た

町
長

議
案
審
議

議
会
報
告

懇

談

会

予

算

審

査

特
別
委
員
会

補
正
予
算

問答

問答

問答

答

問答

問

答

問答

問答 問

　
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
や

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
や

再
編
を
検
討
し
て
い
る
今
、

０
歳
か
ら
18
歳
の
全
て
の
児

童
が
利
用
で
き
る
児
童
セ
ン

タ
ー
も
し
く
は
児
童
館
の
整

備
も
視
野
に
入
れ
、再
編
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長
　
健
康
づ
く
り
等
、

　
　
子
育
て
支
援
の
新
た
な

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を
予

定
し
て
い
る（
仮
称
）保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
、既
存
の
母

子
健
康
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し
、

各
種
健
診
機
能
や
相
談
事
業

の
充
実
と
、未
就
学
児
を
対

象
と
し
た
子
育
て
支
援
の
充

実
を
目
的
と
し
、基
本
構
想

お
よ
び
基
本
設
計
を
進
め
る
。

　
　
児
童
セ
ン
タ
ー
や
児
童

　
　
館
の
整
備
は
。

　
　
新
た
に
設
置
す
る
考
え

　
　
は
な
い
。ま
ず
は
子
ど

も
た
ち
が
自
由
に
利
用
で
き

る
場
所
と
し
て
、既
存
の
公

共
施
設
や
地
域
活
動
の
利
用

促
進
、そ
し
て
保
育
や
学
童

保
育
の
充
実
に
も
引
き
続
き

留
意
し
、対
応
し
て
い
く
。

　
　
既
存
の
施
設
に
子
ど
も

　
　
や
若
者
専
用
の
も
の
は

な
い
。以
前
あ
っ
た
青
少
年

ホ
ー
ム
の
よ
う
に
若
者
が
使

え
る
場
所
の
整
備
は
。

　
　
副
町
長
　
生
涯
学
習
セ

　
　
ン
タ
ー
内
の
部
屋
割
り

を
今
の
時
代
に
合
っ
た
部
屋

割
り
に
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
く
。

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　「
浜
風
」に
関
し
て
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
部
屋

　
　
割
り
に
関
し
て
浜
風
が

含
ま
れ
る
の
か
、公
民
館
の

部
屋
を
う
ま
く
使
う
の
か
、

早
急
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
議
会
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
ク
ト
チ
ー
ム
で
汐
見
小

学
校
６
年
生
の「
わ
た
し
た

ち
の
考
え
る
七
ヶ
浜
」の
発

表
を
見
学
し
た
際
に
、生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
は
汐
見
小
学

校
区
か
ら
遠
い
の
で
、学
区

内
に
勉
強
し
た
り
で
き
る
場

所
を
作
れ
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。子
ど
も
の
居
場

所
と
し
て
避
難
所
等
を
開
放

す
る
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
７
年
度
、子
ど
も
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、子

ど
も
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
実
施
す
る
の
で
、子

ど
も
た
ち
が
ど
う
い
っ
た
場

所
で
過
ご
し
た
い
か
も
含
め

て
、意
見
を
聞
き
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
５
年
９
月
会
議
の

　
　
学
校
施
設
再
編
ビ
ジ
ョ

ン
に
関
し
て
の
一
般
質
問
へ

の
答
弁
は
、「
６
年
度
に
検

討
委
員
会
設
置
を
目
指
し
、

今
後
、委
員
の
選
出
方
法
等

の
検
討
を
進
め
て
い
く
」で

あ
っ
た
が
進
捗
状
況
は
。

　
　
町
長
　
そ
の
様
に
回
答

　
　
し
た
が
、進
め
て
い
く

う
ち
に
、学
校
再
編
は
長
期

的
な
取
り
組
み
に
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
た
。検
討
す
べ

き
事
項
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、教
育
総
務
課
を
中
心
に

役
場
内
で
取
り
組
み
に
係
る

準
備
作
業
と
し
て
、課
題
と

な
る
論
点
の
整
理
や
研
修
会

を
行
う
な
ど
進
め
て
き
た
。

取
り
組
み
内
容

①
　
現
在
の
各
学
校
施
設
の

状
況

②
　
児
童
生
徒
数
の
将
来
推

計
と
学
級
編
制
法
に
基
づ
く

学
級
数
の
年
次
推
移
予
測

③
　
急
速
に
進
む
学
校
再
編

等
に
係
る
全
国
の
共
通
課
題

と
そ
の
解
決
事
例
調
査

④
　
現
行
の
公
立
学
校
の
種

別
の
長
所
と
短
所

⑤
　
２
０
３
０
年
以
降
に
計

画
さ
れ
て
い
る
学
習
指
導
要

領
に
関
し
て

　
　
６
年
度
は
、学
校
再
編

　
　
検
討
委
員
会
講
師
謝
金

10
万
円
の
み
計
上
さ
れ
て
い

る
が
内
容
は
。

　
　
東
北
大
学
大
学
院
教
育

　
　
学
研
究
科
か
ら
講
師
を

招
き
、
２
０
３
０
年
以
降
の

教
育
ニ
ー
ズ
や
学
校
像
に
関

し
て
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
　
検
討
委
員
会
の
設
置
時

　
　
期
も
含
め
、学
校
再
編

に
向
け
て
町
長
の
考
え
は
。

　
　
情
報
を
集
め
る
中
で
検

　
　
討
委
員
会
の
設
置
は
、

よ
り
慎
重
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。６
年
度
の

活
動
を
糧
に
も
っ
と
広
く
、

先
行
自
治
体
で
の
取
り
組
み

な
ど
、さ
ら
に
情
報
収
集
と

課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

佐　藤　直　美
さ と う な お み

中高生世代も応援しましょう！

利府町中央児童センター
ぺあくる

町の考えを聞く 一 般 質 問

※その他にもこんな質問をしました。
「宮城県後期高齢者医療広域連合事業について」
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●
学
校
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
り
全
国
の
学
校
現

場
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
い
る
中
で
、本
町
の
教
育

現
場
が
直
面
し
て
い
る
課
題

や
改
善
点
、今
後
必
要
な
支

援
な
ど
、率
直
な
ご
意
見
を

お
聞
き
し
た
い
と
考
え
、町

内
各
学
校
の
全
教
職
員
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

主
な
質
問
　
　

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用

　
状
況

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
課
題

●
今
後
の
改
善
点

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
　
　

　
な
ど
15
項
目

　
当
委
員
会
で
は
、町
民
生

活
に
関
わ
る
４
つ
の
課
題
を

調
査
し
終
結
し
ま
し
た
。

●
狭
あ
い
道
路
と
危
険
な
側

溝
の
安
全
対
策

　
吉
田
花
渕
線
な
ど
町
内
の

危
険
箇
所
を
複
数
回
に
わ
た

り
現
地
を
確
認
し
、フ
ェ
ン
ス

や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
、路
面
標

示
の
引
き
直
し
な
ど
に
よ
り

安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

●
Ｄ
Ｘ
活
用
し
た
ぐ
る
り
ん

こ
の
活
用

　
ぐ
る
り
ん
こ
の
ル
ー
ト
を

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
最
適
化

す
る
こ
と
を
調
査
し
て
き
ま

し
た
。民
間
業
者
の
説
明
会

お
よ
び
３
回
の
視
察
研
修
で

得
た
知
見
を
も
と
に
、町
民

バ
ス
ぐ
る
り
ん
こ
の
デ
マ
ン

ド
化
を
町
に
提
案
す
る
形
で

実
施
し
ま
し
た
。結
果
、デ
マ

ン
ド
化
に
比
べ
、バ
ス
を
増
台

す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
の
方

が
大
き
い
と
い
う
回
答
を
受

け
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
化
も
含
め
、町
民
に

と
っ
て
よ
り
良
い
公
共
交
通

に
な
る
よ
う
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
教
職

員
の
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
、取
り
ま
と
め
て
町

教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
と

と
も
に
、当
委
員
会
に
お
い

て
も
、今
後
、よ
り
良
い
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
充
実
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教育
民生

学校ＩＣＴ環境の整備が進むことを期待

認識しやすい路面標示に

総務
産業

議会
活性化

　町内で活動している各種団体等の方々から、ご意見をいただく機会
を設けたいと思い「しちがはま議会 Café de まちトーク」を初の試
みとして、７月上旬に開催する予定です。政策提案やより良い議会活
動に皆さんの声を活かしてまいりたいと考えております。

初の試み！住民懇談会開催予定!!

●
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
に
よ

る
町
内
設
備
の
有
効
活
用

　
民
間
活
力
を
活
用
し
た
公

園
管
理
の
効
率
化
を
目
指
し
、

宮
城
県
内
外
の
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、町
内
設
備
に

お
け
る
導
入
の
可
能
性
と
課

題
を
議
論
し
ま
し
た
。

●
住
宅
地
並
び
に
幹
線
道
路

に
お
け
る
街
路
樹
の
あ
り
方

と
管
理

　
樹
木
の
越
境
や
倒
木
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
た
地
域
に

お
い
て
、管
理
体
制
の
課
題

を
確
認
し
、今
後
の
安
全
性

確
保
に
向
け
た
対
応
の
必
要

性
を
整
理
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
を
通
じ
て
、

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
実

現
や
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
基
盤
整
備
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
住
民
の
声
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

班編成

１班

２班

　鈴木　篤
　鈴木　博
　佐藤直美
　歌川　渡

　佐藤壮一
　岡﨑正憲
　仁田秀和
　鈴木惠子
　

　遠藤喜二
　鈴木洋市
　佐藤信輝
　熊谷明美

３班

議会報告・懇談会を５月１５日（木）から２１日（水）の間で開催します。皆さんの参加をお待ちしております。

議会報告・懇談会を

　  開 催 し ま す

第
２３

回

カフェ で

午後　
　６：００～　7:30

開催日 時　　間 会　　場 対 象 地 区 班

汐見台南第二集会所

菖蒲田浜地区避難所

亦　　　楽

３班

亦 楽 地 区 公 民 分 館

１班

３班

１班

笹 山 地 区 避 難 所 笹　　　山

菖 蒲 田 浜

花　渕　浜

代 ヶ 崎 浜

遠　　　山

２班

東宮浜地区防災会館 東　宮　浜

要害・御林要害・御林地区避難所

２班

１班

吉　田　浜吉田浜コミュニティセンター

１班

遠 山 地 区 避 難 所

汐　見　台

１班

３班

３班

湊 浜 地 区 避 難 所 湊　　　浜

２班

代ヶ崎浜地区避難所

花 渕 浜 地 区 避 難 所

汐 見 台 南

汐見台第二公民分館

２班

松　ヶ　浜松ヶ浜 地 区 避 難 所

３班

境 山 公 民 分 館 境　　　山５月15日（木）

５月18日（日）

５月21日（水）

５月17日（土）

午前 
１０：００~11：30

午後　
　1：30~　3：00

午後　
　3：30~　5：00

午前 
１０：００~11：30

午後　
　1：30~　3：00

午後　
　3：30~　5：00

●
政
務
活
動
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
会
議

　
議
会
活
性
化
検
討
特
別
委

員
会
で
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸

与
や
議
員
活
動
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

政
務
活
動
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、政
務

活
動
費
の
見
直
し
を
協
議
し

ま
し
た
。

　
協
議
の
結
果
、適
用
範
囲

を
広
げ
、デ
ジ
タ
ル
に
関
す

る
経
費
を
、
一
定
の
割
合
な

ど
条
件
付
き
で
政
務
活
動
費

で
支
出
す
る
こ
と
を
認
め
る

べ
き
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

支
払
い
な
ど
で
生
じ
る
ポ
イ

ン
ト
は
、ポ
イ
ン
ト
還
元
額

を
差
し
引
い
た
額
を
政
務
活

動
費
対
象
額
と
し
て
報
告
す

る
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

㉓ しちがはま議会だより　第163号  しちがはま議会だより　第163号 ㉒

※議会だより№163をご持参願います。
　対象地区以外の方でも参加できますので、都合の良い会場にお越しください。
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１
月
第
2
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議

１
月
第
2
回
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一
般
質
問

一
般
質
問

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
報
告

懇

談

会

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

●
学
校
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
り
全
国
の
学
校
現

場
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
い
る
中
で
、本
町
の
教
育

現
場
が
直
面
し
て
い
る
課
題

や
改
善
点
、今
後
必
要
な
支

援
な
ど
、率
直
な
ご
意
見
を

お
聞
き
し
た
い
と
考
え
、町

内
各
学
校
の
全
教
職
員
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

主
な
質
問
　
　

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用

　
状
況

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
課
題

●
今
後
の
改
善
点

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
　
　

　
な
ど
15
項
目

　
当
委
員
会
で
は
、町
民
生

活
に
関
わ
る
４
つ
の
課
題
を

調
査
し
終
結
し
ま
し
た
。

●
狭
あ
い
道
路
と
危
険
な
側

溝
の
安
全
対
策

　
吉
田
花
渕
線
な
ど
町
内
の

危
険
箇
所
を
複
数
回
に
わ
た

り
現
地
を
確
認
し
、フ
ェ
ン
ス

や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
、路
面
標

示
の
引
き
直
し
な
ど
に
よ
り

安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

●
Ｄ
Ｘ
活
用
し
た
ぐ
る
り
ん

こ
の
活
用

　
ぐ
る
り
ん
こ
の
ル
ー
ト
を

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
最
適
化

す
る
こ
と
を
調
査
し
て
き
ま

し
た
。民
間
業
者
の
説
明
会

お
よ
び
３
回
の
視
察
研
修
で

得
た
知
見
を
も
と
に
、町
民

バ
ス
ぐ
る
り
ん
こ
の
デ
マ
ン

ド
化
を
町
に
提
案
す
る
形
で

実
施
し
ま
し
た
。結
果
、デ
マ

ン
ド
化
に
比
べ
、バ
ス
を
増
台

す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
の
方

が
大
き
い
と
い
う
回
答
を
受

け
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
化
も
含
め
、町
民
に

と
っ
て
よ
り
良
い
公
共
交
通

に
な
る
よ
う
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
教
職

員
の
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
、取
り
ま
と
め
て
町

教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
と

と
も
に
、当
委
員
会
に
お
い

て
も
、今
後
、よ
り
良
い
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
充
実
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教育
民生

学校ＩＣＴ環境の整備が進むことを期待

認識しやすい路面標示に

総務
産業

議会
活性化

　町内で活動している各種団体等の方々から、ご意見をいただく機会
を設けたいと思い「しちがはま議会 Café de まちトーク」を初の試
みとして、７月上旬に開催する予定です。政策提案やより良い議会活
動に皆さんの声を活かしてまいりたいと考えております。

初の試み！住民懇談会開催予定!!

●
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
に
よ

る
町
内
設
備
の
有
効
活
用

　
民
間
活
力
を
活
用
し
た
公

園
管
理
の
効
率
化
を
目
指
し
、

宮
城
県
内
外
の
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、町
内
設
備
に

お
け
る
導
入
の
可
能
性
と
課

題
を
議
論
し
ま
し
た
。

●
住
宅
地
並
び
に
幹
線
道
路

に
お
け
る
街
路
樹
の
あ
り
方

と
管
理

　
樹
木
の
越
境
や
倒
木
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
た
地
域
に

お
い
て
、管
理
体
制
の
課
題

を
確
認
し
、今
後
の
安
全
性

確
保
に
向
け
た
対
応
の
必
要

性
を
整
理
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
を
通
じ
て
、

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
実

現
や
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
基
盤
整
備
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
住
民
の
声
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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１班

２班

　鈴木　篤
　鈴木　博
　佐藤直美
　歌川　渡

　佐藤壮一
　岡﨑正憲
　仁田秀和
　鈴木惠子
　

　遠藤喜二
　鈴木洋市
　佐藤信輝
　熊谷明美

３班

議会報告・懇談会を５月１５日（木）から２１日（水）の間で開催します。皆さんの参加をお待ちしております。

議会報告・懇談会を

　  開 催 し ま す

第
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回

カフェ で

午後　
　６：００～　7:30
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亦　　　楽
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遠　　　山
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ク
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を
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げ
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の
見
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を
協
議
し

ま
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た
。
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の
結
果
、適
用
範
囲

を
広
げ
、デ
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タ
ル
に
関
す

る
経
費
を
、
一
定
の
割
合
な

ど
条
件
付
き
で
政
務
活
動
費

で
支
出
す
る
こ
と
を
認
め
る

べ
き
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

支
払
い
な
ど
で
生
じ
る
ポ
イ

ン
ト
は
、ポ
イ
ン
ト
還
元
額

を
差
し
引
い
た
額
を
政
務
活

動
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象
額
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る
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を
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。
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新
年
度
が
始
ま
り
、環
境

が
変
わ
り
疲
れ
も
出
て
く
る

頃
か
と
思
い
ま
す
が
、い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
時
は
、

無
理
せ
ず
自
分
に
合
っ
た
方

法
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
も

の
で
す
ね
。私
は
家
事
を
し

な
が
ら
歌
っ
た
り
、踊
っ
た
り
、

映
画
を
観
た
り
し
て
乗
り
越

え
て
い
ま
す
！

　
さ
て
、議
会
だ
よ
り
で
す

が
、
表
紙
等
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
か
ら
４
号
目
に
な
り

ま
す
。読
み
や
す
く
分
か
り

や
す
い
内
容
や
デ
ザ
イ
ン
を

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
読
ん
で
も

ら
え
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
、
日
々
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
作
成
し
て
い
き
ま

す
！
ま
た
議
会
活
動
の
見
え

る
化
と
し
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
も
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
励

み
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
直
美

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
仁
田
　
秀
和

副
委
員
長
　
　
熊
谷
　
明
美

委
　
　
員
　
　
鈴
木
　
洋
市

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
篤

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信
輝

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
惠
子

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
直
美

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
　
安
倍
　
敏
彦

努力して頑張れば
結果はついてくる！
陸上はいつから始めましたか。
　小学生の頃は父と一緒にジョギングしたり、親子マラソン大会
に出たりしましたが、本格的に始めたのは向洋中の陸上部に入部
してからです。
高校では部活と勉強、うまく両立できましたか。
　１年生のときは部活に集中しすぎて学業はおろそかになってし
まいました。でも、利府高校が掲げているのが文武両道なので、
２年生からは家に帰ってきてからすぐ勉強したり、休み時間にも
勉強したりして、両立できるようになりました。
宮城県代表になった経緯を教えてください。
　タイム順で決まっている推薦枠では選ばれませんでしたが、大
学生とかも一緒に走る、３位以内に入れば選出される選考会のレ
ースがあり、そのレースで頑張って３位になり選ばれました。
全国都道府県対抗女子駅伝競走大会では７区を走って、７位という素晴らしい結果でしたが、走っていると
きは何を考えていましたか。
　周りを見てこの選手についていこうとか、抜かそうとか駆け引きを考えていました。６区の選手からは18
位でタスキを受け取りましたが、５人抜かして13位で８区の選手にタスキを渡しました。楽しかったです！

　中学生のときはタイムも遅く、県大会などには出場できず活躍
できない選手でした。高校１年生のときはケガも多く練習につい
ていけなかったのですが、２年生のときから食生活も見直して、
勉強して陸上の知識も増やし、練習についていけるようになりま
した。大会でも徐々に結果を残せるようになりました。都道府県
駅伝の選手はみんなエリートで、自分は普通の選手。テレビで見
ていた大会にまさか自分が宮城県のユニフォームを着て出場でき
るとは思っていませんでした。努力して、頑張って本当に良かっ
たなと思うので、後輩たちにも努力して、頑張れば結果はついて
くるよと伝えたいです！
最後に七ヶ浜町に関して、思うことを聞かせてください。

後輩たちへのメッセージをお願いします！

　陸上部なので、競技場が欲しいなと思います！それから七ヶ浜
は起伏があるので、マラソン大会や駅伝大会を開催すれば、盛り
上がると思いますので、是非開催してほしいです。

　2025年１月12日（日）に開催された「皇
后盃第43回全国都道府県対抗女子駅伝競
走大会」に宮城県代表として出場した、東
北福祉大学１年生の津島奈音葉さんにお
話を伺いました。

つ　しま　な　の　は

この議会だよりは６７００部印刷し、
一部当たりの印刷費用は45.94円です。
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詳しくは議会事務局（℡357-7435）
または、町ホームページ
「七ヶ浜町議会情報」をご覧ください。
https://www.shichigahama.com

㉔
七ヶ浜町議会Instagram公式アカウント
←本会議や委員会などの活動情報を発信しています。
　Please follow us!

どなたでも自由に、見たり聴いたりできます。

－６月会議は６月３日開会予定です－

〈議会を傍聴しませんか〉

　剣道や水泳、バドミントン、バレー
ボール、バスケットボール、ドッジボー
ル、テニス、サッカーに打ち込んでいる
中学生の皆さんです。機会があれば他
のスポーツも撮影に行きたいと思い
ますので、その際はご協力お願いしま
す。中総体や大会に向けて頑張れ！

議会だより

宮城県七ヶ浜町議会

どうなる！？
７年度の敬老会

特集記事（P2~3）

書かない窓口を導入
予算審査特別委員会（P4~7）

５月に各地区で開催
議会報告・懇談会（P23）
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